
『観
心
本
尊
抄
』
拝
読
私
見

佐
渡
塚
原
と

一
谷
の
間

大

平

宏

龍

目
　
次

問
題
の
所
在

先
師
の
見
解
に
つ
い
て

『開
目
抄
』
で
の
問
題

『本
尊
抄
』
前
半
の
構
成

開
本
両
抄
の
関
係
に
つ
い
て

結
　
語

一
、
問
題
の
所
在

日
蓮
聖
人

（
一
三
二
一
一～

一
二
人
三
。
以
下
、
聖
人
）
の
主
著
で
あ
る

『如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』
（以
下

『本
尊
抄
し

の
注
釈
は
、
た
と
え
ば
株
橋
日
涌
著

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
で
は
、
書
名

・
論
文
名
を
あ
わ
せ
て

一
一
三
の
文
献
が
列
挙
さ
れ
て
お

社
外
学
業
　
第
二
十
一
号



り
、
聖
人
が
文
永
十
年

（
〓
一七
一こ

四
月
二
十
五
日
に

『本
尊
抄
』
を
著
さ
れ
て
以
来
、
実
に
多
く
の
先
師
が
、
そ
の
解
釈
に
力

を
注
い
で
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

浅
学
の
私
は
、
先
師
の
著
述
の

一
々
の
内
容
を
確
か
め
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
要
な
も
の
、
手
近
な
も
の
を
参
照
す
る
と
き
、

従
来
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

一
視
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
思
い
至

っ
た
。
然
し
、
私
の
思
い
す
ご
し
で
も
あ
ろ

う
か
と
、
こ
こ

一
、
二
年
そ
れ
を
反
勿
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り

一
度
、
管
見
を
発
表
し
、
大
方
の
批
判
を

仰
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

拙
稿
で
の
私
見
の
論
点
は
、
第

一
に

『開
目
抄
』
と

『本
尊
抄
』
と
の
関
係
の
考
え
方
に
あ
り
、
第
二
に
は

『本
尊
抄
』
な
い
し

は
聖
人
教
学
の
根
幹
を
ど
う
捉
え
る
か
、
に
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
既
に
日
隆
聖
人

（
〓
一一八
五
～

一
四
六
四
。
以
下
、
隆
師
）

以
来
、
先
師
の
解
明
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
も
、
第

一
の
論
点
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の

が
、
敢
え
て
言
及
す
る
理
由
で
あ
る
。

二
、
先
師
の
見
解
に
つ
い
て

以
下
に
管
見
を
披
陳
す
る
前
に
、
先
師
の
見
解
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

『開
目
抄
』
の
終
り
に
近
い
部
分
に
、
涅
槃
経
の

一
文
を
引
用
し
た
あ
と
、

又
仏
に
な
る
道
は
華
厳
ノ唯
心
法
界
、
三
論
の
人
不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
フ
ベ
し
と
も
み
へ
ず
。
但

天
台
の

一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
此

一
念
三
千
も
我
等

一
分
の
慧
解
も
な
し
。
而
ど
も

一
代
経
々
の
中
に

は
此
経
計
り
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
余
経
の
理
は
玉
に
に
た
る
黄
石
な
り
。
沙
を
し
ぼ
る
に
油
な
し
。
石
女
に
子
の
な



き
が
ご
と
し
。
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
モ仏
因
を
種
べ
し
。
不
求
解
脱
解
脱
自
至
等
卜
一ム云
。
［Ｇ
］

と
あ

っ
て
、
こ
の

一
節
に
隆
師
は

「今
家
の
宗
旨
」
と
科
文
し
て
い
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
株
橋
諦
秀

（日
涌
）
著

『開
目
砂
十
講
』
で
は
、
今
の
文
に

「天
台
の

一
念
三
千
」
と
あ
る
の
は
天
台
外
宜
述

門
の
理
の

一
念
三
千

（即
ち
像
法
出
現
の
天
台
の
立
場
で
の
一
念
三
千
）
で
は
な
く
、
天
台
内
塞
本
密
の
事
の

一
念
三
千

（即
ち
末
法
出

現
の
日
蓮
の
で
つ
仏
種
子
と
し
て
の
一
念
三
千
）
で
あ
る
と
解
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
、
そ
こ
か
ら
、

こ
の
故
に
こ
の
文
を
以
て
五
重
相
対
の
第
五
、
種
脱
相
対
の
文
と
為
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
世
間
の
学
者
多
く
本
砂
に
つ

い
て
五
重
相
対
の
教
判
を
立
て
な
が
ら
、
そ
の
依
拠
を
当
銹
に
求
め
ず
し
て
何
れ
も
前
掲
の
本
尊
砂
の
文

（引
用
者
注
。　
″在

世
本
門
末
法
之
初

一
同
純
円
也
、
但
彼
脱
此
種
也
、
彼

一
品
二
半
此
但
題
目
五
字
也
。

〃
等
の
文
を
い
う
）
の
み
を
以
て
す
る
の
は
甚

だ
浅
見
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

而
し
て
今
文
の

「此
経
計
り

一
念
三
千
の
王
を
い
だ
け
り
」
と
い
う

「此
経
」
は
是
れ
総
名
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
コ

念

三
千
の
玉
」
は
別
体
た
る
事
の

一
念
三
千
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
本
文
は
本
尊
砂
の
結
文
た
る

「
一
念
三
千
ヲ
識
ラ
ザ
ル
者
ニ

ハ
佛
大
慈
悲
ヲ
起
シ
五
字
ノ
内
二
此
ノ
珠
ヲ
裏
ミ
末
代
幼
稚
ノ
頸
二
懸
ケ
サ
シ
ム
」
と
い
う
意
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
末
法
の

我
等
衆
生

一
分
の
慧
解
も
な
き
故
に

一
念
三
千
の
佛
種
子
を
懐
け
る
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
聞
法
信
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

下
種
を
成
じ
、
「解
脱
ヲ
求
メ
ズ
シ
テ
解
脱
自
ラ
至
り
」
即
身
成
佛
す
る
の
で
あ
る
。
「此
経
」
は
本
門
八
品
所
顕
上
行
要
付
の

総
名
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
「佛
因
を
種
ゆ
べ
し
」
は
下
種
の
こ
と
で
あ
る
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。

『開
目
抄
』
の
五
重
相
対
と
い
う
の
は

『本
尊
抄
』
の
五
重
三
段
と
は
異
な
り
、
聖
人
自
身
の
視
点
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
古
来
、
相
伝
の
法
門
と
さ
れ
、
内
容
的
に
は
確
か
に
内
外

。
大
小

・
権
実

。
本
述

。
種
脱
の
廃
立
が
み
ら
れ
る
所
で
あ

『れ
だ
木
斗
沙
』
拝
読
私
几
　
―
佐
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―



る
。
然
る
に
種
脱
相
対
を
た
て
る
先
師
も
、
株
橋
先
生
の
言
及
の
よ
う
に
そ
の
依
文
を

『本
尊
抄
』
中
の
文
に
求
め
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
株
橋
先
生
が
初
め
て

『開
目
抄
』
の
文
章
中
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
教
学
史
上
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
上
に

『開
目
抄
』
の
そ
の
文
と
、
『本
尊
抄
』
の
結
文
と
を
全
く
同
意
と
み
て
会
通
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

今
、
後
の
考
察
の
便
宜
上
、
そ
れ
を
対
照
し
て
お
く
と
、

翁
開
目
抄
』
の
文
）

天
台
の

一
念
三
千

此
　
　
　
経

佛
因
を
種
ゆ
べ
し

と

い
う
こ
と
に
な
る
。

三
、
『開
目
抄
』
で
の
問
題
点

前
掲
の
よ
う
に
隆
師
が

「今
家
の
宗
旨
」
と
科
し
た
所
を
問
題
と
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
『開
目
抄
』
全
体
の
文
脈
の
上
で
は
ど

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
、
ま
ず
そ
れ
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は

「天
台
の

一
念
三
千
こ
そ
佛
に
な
る
べ
き
道

と
み
ゆ
れ
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『開
目
抄
』

一
部
の
上
で
の

一
念
三
千
の
と
り
あ
げ
方
を
追

っ
て
ゆ
く
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
の
論
及
も
多
に
。
今
は
そ
れ
ら
を
参
考
と
し
つ
つ
私
見
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

周
知
の
如
く

『開
目
抄
』
は
冒
頭
に
、

翁
本
尊
抄
』
の
結
文
）
　

（教
学
上
の
会
通
）

一
念

〓
一
千
　
　
・…
…
‥
本
門
事
具

一
念
三
千

五
　
　
　
字
　
　
・…
…
‥
本
門
八
品
上
行
所
伝
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経

令
懸
末
代
幼
稚
頸
…
・…
‥
下

種

即

成



夫

一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
三
ッあ
り
。
所
謂
主

・
師

。
親
こ
れ
な
り
。
又
習
学
す
べ
き
物
三
ッあ
り
。
所
謂
儒

・
外

。
内
こ

れ
な
り
。

（
９
）

と
あ

っ
て
、
儒
教

・
外
道

（イ
ン
ド
の
婆
羅
門
教
）

。
内
道

（仏
教
）
の
中
よ
り
、
主
師
親
と
仰
ぐ
べ
き
教

。
法

。
人
を
定
め
、
そ
れ

を
身
を
以
て
実
践
し
た
聖
人
が
、
「法
華
経
の
行
者
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
著
述
で
あ
る
。
そ
の
事
が
教
学
的
に
は
、

末
法
の
衆
生
を
成
仏
に
導
く
た
め
の
仏
法
を
弘
め
た
能
弘
の
導
師
の
開
顕
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
抄
が

「人
開
顕
の
書
」
と
言
わ

れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

さ
て
、　
一
念
三
千
に
つ
い
て
の
論
及
は
、
ま
ず
ホ
前
経
と
法
華
経
と
の
相
対
の
文
脈
の
中
で
、

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
龍
樹
天
親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ

ず
。
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
。　
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。
法
相
と
三
論
と
は
八
界
を

立
て
十
界
を
し
ら
ず
。
況
や
互
具
を
し
る
べ
し
や
。
倶
舎

・
成
実

・
律
宗
等
は
阿
含
経
に
よ
れ
り
。
六
界
を
明
て
四
界
を
し
ら

”
。
…
…
［Ａ
］

等
と
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
「本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
は
、
五
重
相
対
の
第
五
を
教
観
相
対
と
み
る
場
合
の
依
拠
と
さ
れ
る

所
で
あ
る
が
、
文
脈
の
上
で
は
、
明
ら
か
に
権
実
相
対
の
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
点
で
言
え
ば
、
寿
量
品
の
文
と
は
六
句
知
見
の
文
で

あ
り
、
所
詮
の
法
理
は
六
句
実
相
＝
諸
法
実
相
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

然
し
ま
た
此
の
文
は
聖
人
の
本
門
の

一
念
三
千
論
が
、
後
掲
の
如
く
寿
量
品
の
本
因
本
果
の
文
意
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
故
に
、
そ
の
こ
と
を
も
暗
示
し
た
も
の
と
も
み
ら
れ
、
隆
師
も

『弘
経
抄
』
第
七
八
巻
で
、

此
の
旨

（引
用
者
注
、
本
門
の
三
千
が
真
の
三
千
で
あ
る
こ
と
）
観
心
抄
開
目
抄
に
委
悉
な
り
。
既
に
治
病
抄
に
述
本
事
理
の
三

『れ
だ
木
ヰ
炒
』
拝
読
私
几
　
―
佐
波
塚
凛
と
一
本
の
間
―



千
水
火
の
異
な
り
と
釈
し
た
ま

へ
り
。
故
に
十
章
抄
に

一
念
三
千
と
云
ふ
こ
と
は
、
当
処
は
方
便
品
の
十
如
実
相
な
れ
ど
も
、

義
分
は
本
門
寿
量
品
に
極
成
す
と
云

へ
る
は
、
本
述
の

一
念
三
千
の
勝
劣
明
鏡
な
り
。
開
目
抄
に
此
の

一
念
三
千
を
ば
寿
量
品

の
文
の
底
に
沈
む
と
釈
し
た
ま
ふ
は
本
因
本
呆
本
国
土
合
論
の
事
の
三
千
の
裏
に
之
を
沈
む
と
云

へ
る
こ
と
な
り
。
此
の
事
の

三
千
を
以
て
妙
法
蓮
華
経
に
裏
み
上
行
に
付
す
る
な
唾
。

と
述
べ
、
十
章
抄
の
意
を
敷
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
真
の

一
念
三
千
義
は
、
寿
量
品
の
本
因
果
国
の
文
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寿
量
の
文
上

（教
）
を
す
て
、
文
底

（観
）
を
と
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
流
の

教
観
相
対
の
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
「十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
」
は
、
聖
人
の

一
念
三
千
論
が
多
く
十
界
互
具
論
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
興
。

こ
の

［Ａ
］
の
あ
と
、
天
台
宗
以
外
を
批
判
す
る
文
脈
と
な
る
が
、

華
厳
宗
と
真
言
宗
と
は
本
は
権
経
権
宗
な
り
。
善
無
畏
三
蔵

。
金
剛
智
三
蔵
、
天
台
の

一
念
三
千
の
義
を
盗
ミ
と
て
自
宗
の
肝

心
と
し
、
其
上
に
印
と
真
言
と
を
加
て
超
過
の
心
を
を
こ
す
。
其
の
子
細
を
し
ら
ぬ
学
者
等
は
、
天
竺
よ
り
大
日
経
に

一
念
三

千
の
法
門
あ
り
け
り
と
う
ち
を
も
う
。
華
厳
宗
は
澄
観
が
時
、
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
に
天
台
の

一
念
三
千
の
法
門
を
楡
ミ

入
レ
た
り
。
［
Ｂ
］

等
と
あ

っ
て
、
特
に
華
厳
宗

・
真
言
宗
が

一
念
三
千
の
法
門
を
盗
み
入
れ
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
権
実
相
対
の
基
準
と
な
る
の
は
、
二
乗
作
仏

（記
小
）
、
久
遠
実
成

（久
成
）
の
顕
否
で
あ
る
。
後
で
ふ
れ
る
よ
う
に

『本
尊
抄
』
で
は
、
こ
れ
を
教
門
の
難
信
難
解
、　
一
念
三
千
を
観
門
の
難
信
難
解
と
い
っ
て
い
る
。

『開
目
抄
』
で
は
、



此
に
予
愚
見
を
も
て
前
四
十
余
年
と
後
八
年
と
の
相
違
を
か
ん
が
へ
み
る
に
、
其
相
違
多
シと
い
え
ど
も
、
先
ッ世
間
の
学
者
も

ゆ
る
し
、
我
が
身
に
も
さ
も
や
と
う
ち
を
ぼ
う
る
事
は
二
乗
作
仏

。
久
遠
実
成
な
る
べ
し
。
［Ｃ
］

と
あ
る
。
こ
の
原
理
と
し
て

一
念
三
千
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
次
の
本
因
本
果
の
法
門
と
の
関
係
が
明
ら
か
で

な
い
故
に
、
隆
師
は
、
こ
の
記
小
久
成
の
三
千
と
、
次
の
本
因
本
果
の
三
千
と
の
関
係
を
、
繰
り
返
し
論
じ
て
い
る
所
で
あ
る
。

此
等
の
経
々
に
ニ
ッ
の
失
あ
り
。
一
に
は
存
タ
ル行
布
″故
二傷
ホ未
”
開
段権
ヲ０
述
門
の

一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。
一
一に
は
言
ウ始
成
↓

故
．≦
弓
未
”
発
段述
ラ０
本
門
ノ久
遠
を
か
く
せ
り
。
此
等
の
ニ
ッ
の
大
法
は

一
代
の
綱
骨

。
一
切
経
の
心
髄
な
り
。
述
門
方
便
品

は

一
念
三
千

。
二
乗
作
佛
を
説
て
ホ
前
二
種
の
失

一
ッを
脱
た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
述
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、
ま
こ

と
の

一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
、
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
へ
る
に
に

た
り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。

ホ
前
述
門
の
十
界
の
因
果
を
打
ち
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
ハす
。
此
レ即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始

の
佛
界
に
具
し
、
佛
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
ノ十
界
互
具

。
百
界
千
如

。
一
念
三
千
な
る
べ
し
。
［Ｄ
］

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
述
相
対
の
文
と
し
て
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
発
述
顕
本
に
よ
っ
て

「ま
こ
と
の

一
念
三
千
」
が

顕
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
無
始
の
仏
界
と
無
始
の
九
界
の
互
具
に
よ
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に

「真
ノ
十
界
互
具

。
百
界
千
如

。
一
念

三
千
」
が
成
立
す
る
。　
一
念
三
千
を
こ
の
よ
う
に
み
る
の
が

「本
因
本
果
の
法
門
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
後
に

『治
病
抄
』
な
ど
で

一
念
三
千
に
述
門

。
理
、
本
門

・
事
の
分
別
が
示
さ
れ
る
が
、
聖
人
の
意
識
と

し
て
は
、
本
門

。
事
の

一
念
三
千
の
み
が

「
一
念
三
千
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「ま
こ
と
」
「真
」
の
表
現
が
そ
れ
を
示

し
、
後
に
仏
種
子
と
規
定
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「真
の

一
念
三
千
」
の
構
成
は
、
寿
量
品
の
本
因

。
本
呆

の
文
か
ら
読
み
と
ら
れ
た
無
始
の
九
界
と
無
始
の
仏
界
を
契
機
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
が
、
『本
尊
抄
』
で
は

「本

『れ
だ
木
斗
炒
』
拝
読
私
几
　
―
佐
波
塚
凛
と
一
本
の
間
―



時
娑
婆
世
界
」
「佛
既
過
去
不
滅
未
来
不
生
」
「所
化
以
同
体
」
と

「本
国
土

。
本
果

。
本
因
」
の
三
妙
の
文
に
依
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『開
目
抄
』
で
も
、
今
の

「本
因
本
果
の
法
門
」
よ
り
少
し
後
に
、

今
爾
前
述
門
に
し
て
十
方
を
浄
土
と
が
う

（琥
）
し
て
、
此
土
を
械
土
と
と
か
れ
し
を
打
か
へ
し
て
、
此
土
は
本
土
と
な
り
、

十
方
ノ浄
土
は
垂
述
の
械
土
と
な
る
。
仏
ハ久
遠
の
仏
な
れ
ば
透
化
他
方
の
大
菩
薩
も
教
主
釈
尊
の
御
弟
子
な
り
。

と
、
本
仏

。
本
土
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
本
門
の
三
千
の
構
成
と
し
て
は
、
『開
目
抄
』
の
本
因
本
果
、
『本
尊
抄
』
の
本
因

呆
国
は
、
陰
顕
は
あ
る
が
い
ず
れ
も
同
じ
依
文
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
然
し
こ
こ
で
、
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
『開

目
抄
』
の
方
は
、　
一
念
三
千
を
客
体
的
対
象
的
に
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て

『本
尊
抄
』
で
は

「己
心
」
の
上
に
論
ず
る
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
は
後
の
所
で
改
め
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
は
、

法
華
経
方
便
品
の
略
開
三
顕

一
の
時
、
仏
略
し
て

一
念
三
千
心
中
の
本
懐
を
宣
へ給
フ。
始
の
事
な
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
ね

を
び
れ
た
る
者
の

一
声
き

ゝ
た
る
が
や
う
に
、
月
の
山
の
半
を
出
テ
た
れ
ど
も
薄
雲
の
を
ほ
へ
る
が
ご
と
く
か
そ
か
な
り
し
を
、

舎
利
弗
等
驚
て
諸
天
龍
神
大
菩
薩
等
を
も
よ
を
し
て
、
諸
天
龍
神
等
其
数
如
”恒
沙
つ
。
求
」
ル仏
ラ諸
ノ菩
薩
大
数
有
刊
八
万
孔

又

諸
ノ
万
億
國
ノ転
輪
聖
王
ノ至
レ
ル合
掌
孝
以
”敬
心
フ欲
は聞
動
ント
具
足
ノ道
“等
卜
は
請
せ
し
な
り
。
文
の
心
は
四
味
三
教
四
十
余
年
の

問
い
ま
だ
き
か
ざ
る
法
門
う
け
給
は
ら
ん
と
請
せ
し
な
り
。
此
文
に
欲
聞
具
足
道
と
申
ス
は
大
経
二云
ク薩
ハ者
名
フ
具
足
ノ義
一二等

三
ム
。
無
依
無
得
大
乗
四
論
玄
義
記
二云
ク沙
ト
ハ者
決
孝
云
空
ハ
ト
。
胡
法
．ス
以
三
ハ
ラ為
コ
具
足
ノ義
一卜也
等
一ム
云
。
吉
蔵
ノ
疏
二云
ク沙
ト
ハ

者
翻
孝
為
立具
足
掛等
一ム
云
。
天
台
ノ玄
義
ノ
八
二云
ク薩
ト
ハ者
梵
語
此
翻
は妙
卜
也
等
一ム云
。
付
法
蔵
ノ
第
十
三
真
言
華
厳
諸
宗
の
元
祖

本
地
ハ法
雲
自
在
王
如
来
述
に
龍
猛
菩
薩
初
地
の
大
聖
の
大
智
度
論
千
巻
の
肝
心
二云
ク薩
卜
者
六
也
等
一ム
云
。
妙
法
蓮
華
経
と
申
ス

は
漢
語
也
。
月
支
に
は
薩
達
磨
分
陀
利
迦
蘇
多
撹
と
申
ス。
善
無
畏
三
蔵
の
法
華
経
の
肝
心
真
言
二云
ク
（中
略
）
此
真
言
は
南



天
竺
の
鉄
塔
の
中
の
法
華
経
の
肝
心
の
真
言
也
。
此
真
言
の
中
二薩
哩
達
磨
と
申
ス
は
正
法
な
り
。
薩
と
申
スは
正
也
。
正
は
妙

也
。
妙
は
正
也
。
正
法
華

・
妙
法
華
是
也
。
又
妙
法
蓮
華
経
の
上
二南
無
の
二
字
を
を
け
り
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
こ
れ
な
り
。

妙
ト
ハ者
具
足
。
六
ト
ハ者
六
度
万
行
。
諸
の
菩
薩
ノ
六
度
万
行
を
具
足
す
る
や
う
を
き
か
ん
と
を
も
う
。
具
ト
ハ者
十
界
互
具
。
足

と
申
ス
は

一
界
に
十
界
あ
れ
ば
当
位
に
余
界
あ
り
。
満
足
の
義
な
り
。
此
経

一
部

・
八
巻

。
二
十
八
品

・
六
万
九
千
三
百
八
十

四
字
、　
一
々
に
皆
妙
の

一
字
を
備
て
三
十
二
相
八
十
種
好
の
仏
陀
な
り
。
十
界
に
皆
己
界
の
仏
界
を
顕
す
。
妙
楽
云
ク尚
具
コ仏

果
一余
界
モ亦
然
り等
・ム
云
。
仏
此
を
答
テ
云
ク
欲
は令
ント
衆
生
ラシ
テ
開
動
仏
知
見
↓等
一ム
云
。
衆
生
と
申
ス
は
舎
利
弗
、
衆
生
と
申
ス
は

一

聞
提
、
衆
生
と
申
ス
は
九
法
界
。
衆
生
無
辺
誓
願
度
此
に
満
足
す
。
我
本
卜
立
フ誓
願
す。
欲
は令
メ
ンニ

切
ノ衆
ヲシ
テ如
″我
ヵ等
無
男

異
ナ
ル０
如
彰我
昔
ノ所
了
願
セ
シ今
者
巳
二満
足
蛍
等
一ム
云
。
諸
大
菩
薩
諸
天
等
此
の
法
門
を
き
ひ
て
領
解
γ
云
ク
我
等
従
里
日
来
　
数

聞
ント
モ世
尊
ノ説
↓未
下
曽
聞
輌
如
時
是
深
妙
之
上
法
レ等
一ム
云
。
伝
教
大
師
云
ク我
等
従
昔
来
数
聞
世
尊
説
ト
ハ謂
壁
日
間
シ
ル
フ法
華
経
ノ前

説
ン
フ華
厳
等
ノ
大
法
↓也
。
未
曽
聞
如
是
深
妙
之
上
法
卜
謂
フ
ハ未
”
聞
動
法
華
経
ノ
唯

一
仏
乗
ノ
教
↓也
等
ｒ
ム
。
華
厳

・
方
等

・
般

若

。
深
密

。
大
日
等
の
恒
河
沙
の
諸
大
乗
経
は
、
い
ま
だ

一
代
ノ
肝
心
た
る

一
念
三
千
ノ大
綱
骨
髄
た
る
三
乗
作
仏
久
遠
実
成
等
ラ

い
ま
だ
き
か
ず
と
領
解
せ
り
。
［Ｅ
］

等
と
あ
る
。
こ
の
後
で
宝
塔
品
の
証
前
起
後
の
意
義
を
の
べ
、
如
来
寿
量
品
に
発
述
顕
本
す
る
重
要
性
を
示
す
こ
と
で
明
ら
な
よ
う

に
、
こ
こ
で
ま
ず

「方
便
品
の
略
開
三
顕

一
の
と
き
仏
は
略
し
て

一
念
三
千
心
中
の
本
懐
を
宣
べ給
ふ」
と
は
、
先
に
も
ふ
れ
た

『十

章
抄
』
の
、

一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
な
れ
ど
も
、
義
分
は
本
門
に
限
ル０

と
同
義
で
、
先
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
寿
量
品
で
真
の
三
千
が
説
か
れ
る
意
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の

［Ｅ
］
の
箇
所
で
注
意
さ
れ

る
の
は
、
や
は
り
方
便
品
中
の

「欲
聞
具
足
道
」
の
経
文
の
解
釈
で
あ
る
。

『れ
だ
木
キ
炒
』
拝
読
私
几
　
―
佐
漢
塚
凛
と
一
本
の
問
―



後
で
、
『本
尊
抄
』
中
の
引
用
の
場
合
と
の
微
妙
な
相
違
を
問
題
と
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は

一
念
三
千
が
寿
量
品
で
成
就
す
る
こ

と
を
前
提
に
し
つ
つ
、
方
便
品
の
時
点
で
、
ホ
前
経
で
聞
け
な
か
っ
た

「深
妙
の
上
法
」
を
法
華
経
で
聞
く
と
し
て
、
妙
法
の
原
語

「薩
達
磨
」
の
薩
の
字
に
関
し
て
経
釈
の
引
用
か
ら
正
―
妙
―
六
―
具
足
な
ど
と
会
通
し
、
「欲
聞
具
足
道
」
を

「諸
の
菩
薩
の
六
度

万
行
を
具
足
す
る
や
う
を
き
か
ん
と
を
も
う
」
と
釈
し
、
更
に
具
足
は
十
界
互
具
の
意
で
、
九
法
界
の
衆
生
が
仏
界
を
具
す
故
に
、

衆
生
無
辺
誓
願
度
が
満
足
し
、
そ
れ
故
の

「如
我
昔
所
願
今
者
已
満
足
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
妙
法
蓮
華
経
と

は
、
六
度
万
行
具
足
の
十
界
互
具
の
法
を
説
く
経
で
、
そ
れ
を
聞
か
ん
と
す
と
い
う
意
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ホ
前
経
で
は
釈
尊

一
代
の
説
法
の
肝
心
で
あ
る

一
念
三
千
の
大
綱
骨
髄
で
あ
る
記
小

。
久
成
が
ま
だ
聞
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
方
便
品
の
時
点
で
既
に
久
成
を
挙
げ
て
あ
る
の
が
、
先
述
の
一
念
三
千
の
本
門
で
の
成
就
を
ふ
ま
え
て
で
あ
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

［Ｅ
］
の
あ
と
、
本
文
は
寿
量
品
の
重
要
性
を
詳
論
し
、
寿
量
品
所
顕
の
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
き
こ
と
を
示
し
、
更
に
法
華
経
は

種
熟
脱
の
三
義
を
明
し
、
下
種
の
為
の
種
子
も
明
か
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、

真
言

・
華
厳
等
の
経
経
に
は
種
熟
脱
の
三
義
名
字
ス
ラ猶
な
し
。
何
二況
ャ
其
義
を
や
。
華
厳
真
言
経
等
の

一
生
初
地
ノ
即
身
成
仏

等
は
経
ハ権
経
に
し
て
過
去
を
か
く
せ
り
。
種
を
し
ら
ざ
る
脱
な
れ
ば
超
高
が
位
に
の
ぼ
り
、
道
鏡
が
王
位
に
居
せ
ん
と
せ
し

が
ご
と
し
。
宗
々
互
に
権
を
話
フ。
予
此
を
あ
ら
そ
わ
ず
。
但
経
に
任
す
べ
し
。
法
華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
ハ種
子
無
上
を

立
テ
た
り
。
天
台
の

一
念
三
千
こ
れ
な
り
。
華
厳
経
乃
至
諸
大
乗
経

。
大
日
経
等
の
諸
尊
の
種
子
皆

一
念
三
千
な
り
。
天
台
智

者
大
師

一
人
此
法
門
を
得
給
え
り
。
華
厳
宗
の
澄
観
、
此
義
を
盗
ン
て
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
の
神
と
す
。
真
言
大
日
経

等
に
は
二
乗
作
仏

・
久
遠
実
成

。
一
念
三
千
の
法
門
こ
れ
な
し
。
…
…

さ
れ
ば
諸
経
の
諸
仏

。
菩
薩

。
人
天
等
は
彼
々
の
経
々
に
し
て
仏
に
な
ら
せ
給
フ
や
う
な
れ
ど
も
、
実
に
は
法
華
経
に
し
て
正



覚
な
り
給

へ
り
。
［Ｆ
］

と
示
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

こ
の

［Ｆ
］
の
箇
所
で
は
、　
一
念
三
千
が
仏
種
子
で
あ
り
、
そ
れ
は
種
熟
脱
の
三
義
を
説
く
法
華
経
の
み
に
説
か
れ
る
所
で
あ
る

こ
と
を
、
他
経
他
宗
と
の
比
較
の
上
で
主
張
さ
れ
る
。
「天
台
の

一
念
三
千
」
と
は
、
「天
台
智
者
大
師

一
人
此
法
門
を
得
給
え
り
」

の
強
調
の
上
で
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
既
に

［Ｄ
］
の
所
で
、
本
門
の
三
千
が
真
の
三
千
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の

で
、
こ
こ
も

「天
台
に
由
来
す
る
、
真
の

一
念
三
千
＝
本
門
の

一
念
三
千
」
の
意
味
で
あ
る
の
は
無
論
で
あ
ろ
う
。

『開
目
抄
』
の
本
文
は
、
こ
の
あ
と
い
わ
ゆ
る
五
箇
の
鳳
詔
を
詳
論
し
、
聖
人
が

「法
華
経
の
行
者
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ

る
。
大
難
の
来
る
の
は
、
過
去
の
重
罪
が
今
生
に
招
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
自
己
の
深
刻
な
反
省
が
告
白
さ
れ
、
聖
人
の

省
察
が
自
身
の
上
に
及
ん
だ
の
が
、
『佐
渡
御
書
』
『開
目
抄
』
な
ど
の
特
色
で
あ
る
こ
と
は
、
先
学
の
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
私
見

で
は
後
述
の
よ
う
に

『本
尊
抄
』
も
ま
た
、
そ
の
面
で
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
『開
目
抄
』
は
涅
槃
経
の
貧
女
警
を
引
き
、
そ
の
後
に
前
掲
の

［Ｇ
］
の
文
が
あ
る
。
隆
師
の
科
文
で
は
、
こ
の
涅
槃
経

の
文
よ
り

［Ｇ
］
と
そ
の
後
の

「我
法
華
経
の
信
心
を
や
ぶ
ら
ず
し
て
、
霊
山
に
ま
い
り
て
返
て
み
ち
び
け
か
し
」
ま
で
を

「護
法

の
信
心
力
に
酬
て
、
思
は
ず
自
然
に
本
覚
の
妙
果
に
至
る
を
明
す
。
三
」
と
括
り
、
涅
槃
経
の
文
か
ら

［Ｇ
］
の
前
ま
で
を

「
一
、

余
文
に
附
て
今
経
護
法
の
勝
用
を
顕
す
」
と
し
、
［Ｇ
］
が

「
二
、
今
家
の
宗
旨
」
、
そ
の
後
が

「三
、
重
て
末
代
初
心
順
縁
の
弟
子

に
勧
む
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
隆
師
の
科
文
の
よ
う
に
、
［Ｇ
］
は
涅
槃
経
の
解
釈
の
上
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
事
を
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
涅
槃
経
の
貧
女
の
讐
は
、
孤
独
で
貧
し
く
家
も
な
い
女
性
が
、
生
ま
れ
た
子
供
と
の
安
住
の
地
な
く
、
恒
河
を
渡
ろ
う
と
し

て
子
と
共
に
死
亡
す
る
が
、
子
を
思
う

一
心
で
梵
天
に
生
ま
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
よ
う
に
護
法
の
菩
薩
が
身
命
を
捨
て
て
も

『れ
だ
木
キ
炒
』
拝
読
私
几
　
―
後
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―



正
法
を
護
る
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
を
求
め
ざ
る
に
解
脱
は
自
ら
至
る

（実
現
す
る
）
と
結
ぶ
。
聖
人
は
、
こ
の
文
を
解
釈
し
て
、

色
界
の
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
万
戒
を
持
ち
万
善
を
修
し
て
も
散
善
で
あ
れ
ば
生
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
梵
天
王
と
な
る
こ
と
は
有

漏
の
引
業
の
上
に
慈
悲
を
加
え
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
今
涅
槃
経
に
貧
女
が
子
供
を
思
う
故
に
梵
天
に
生
ま
れ
た
と
い
う
の
は
、　
一

般
的
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
破
格
で
あ
る
が
、
こ
の
経
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
子
を
念
う

一
心
に
よ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
ひ
た
す
ら
子

を
念
う
の
は
定
に
似
て
、
子
を
念
う
心
は
慈
悲
に
も
似
て
い
る
。
そ
の
故
に
天
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
解
し
、
次
に

［Ｇ
］

で
は
天
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
成
仏
に
つ
い
て
論
じ
、
天
台
に
由
来
す
る

一
念
三
千

（本
門
の
一
念
三
千
）
だ
け
が
成
仏

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
で
あ
る
が
、
そ
の

一
念
三
千
は
我
等
は

一
分
も
智
慧
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
然
し
、　
一
代

経
の
中
で
は
、
此
経
だ
け
が

一
念
三
千
の
玉
を
持

っ
て
い
る
。
諸
経
は
智
者
も
猶
、
仏
に
な
れ
な
い
が
、
法
華
経
は
愚
人
も
成
仏
の

因
を
種
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
涅
槃
経
に
不
求
解
脱
解
脱
自
至
等
と
い
う
の
は
そ
の
こ
と
で
あ
る
、
と
示
さ
れ
、
そ
の
後
に
、

我
並
ヒ
ニ我
弟
子
諸
難
あ
り
と
も
疑
心
な
く
わ
自
然
に
仏
界
に
い
た
る
べ
し
。
天
の
加
護
な
き
事
を
疑
は
ざ
れ
。
現
世
の
安
穏
な

ら
ぎ
る
事
を
な
げ
か
ざ
れ
。
我
弟
子
二朝
夕
教
へし
か
ど
も
疑
ヒを
を
こ
し
て
皆
す
て
け
ん
。
…
…
我
法
華
経
の
信
心
を
や
ぶ
ら

ず
し
て
、
霊
山
に
ま
い
り
て
返
て
み
ち
び
け
か
し
。

と
、
貧
女
の
子
を
思
う

一
心
と
同
じ
く
、
大
難
に
あ

っ
て
も
疑
念
を
も
つ
こ
と
な
く
、
た
と
え
妻
子
と
別
れ
て
も
霊
山
よ
り
導
け
ば

よ
い
で
は
な
い
か
、
信
心
を
退
転
し
な
け
れ
ば
必
ず
成
仏
で
き
る
、
と
し
て
聖
人
自
身
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る

そ
の
文
脈
で

「解
脱
自
至
」
を
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
後
述
の
よ
う
に

『本
尊
抄
』
で

「五
字
の
受
持
」
が
明
か
さ
れ
、
『四

信
五
品
抄
』
で
但
信
口
唱
が
強
調
さ
れ
る
と
、
易
行
の
面
の
み
が
強
く
受
け
と
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
然
し
こ
れ
に

つ
い
て
は
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、　
一
念
三
千
に
関
説
す
る
部
分
を
中
心
に

『開
目
抄
』
を
検
討
し
て
く
る
と
、
幾
つ
か
の
注
意
点
が
浮
か



び
あ
が
る
。
そ
の
第

一
は
、
［Ｄ
］
に
示
さ
れ
た
如
く
、
聖
人
の

一
念
三
千
は
、
寿
量
品
の
本
因

。
本
呆
の
文
意
を
依
拠
と
す
る
と

き
が
真
の

一
念
三
千
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
（但
し
、
前
述
の
よ
う
に
本
国
土
妙
も
注
意
さ
れ
て
い
る
が
、
久
遠
の
十
界
互
具
が
表
と

な
っ
て
い
る
）。
第
二
に
、
本
抄
で
の

一
念
三
千
は
、
経
釈
の
上
で
の
議
論
が
中
心
で
、
い
わ
ば
客
体
的

。
対
象
的
な
扱
い
で
あ
る

こ
と
。
第
三
に
、　
一
念
三
千
そ
の
も
の
に
対
す
る
疑
間
は
示
さ
れ
ず
、
［Ｇ
］
に
至

っ
て
突
如

「我
等

一
分
の
慧
解
も
な
し
」
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
そ
の

「
一
分
の
慧
解
も
な
し
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
点
を
言
う
の
か
、
全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
。
こ
れ
は
、
こ
れ
以
前
の
各
遺
文
で
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。
第
五
に
、
「欲
聞
具
足
道
」
の
経
文
の
解
が

［Ｅ
］
で
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
門
も
予
想
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
方
便
品
で
の
時
点
の
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
『本
尊
抄
』
で
は
、
本
門
の

経
意
の
上
で
の

一
念
三
千
と
題
目
の
関
係
の
上
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
私
見
で

は

『本
尊
抄
』
の
前
半
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
意
味
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
『本
尊
抄
』
前
半
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て

［Ｇ
］
の
文
意
を
整
理
し
て
お
く
と
、

①
　
た
だ
天
台
に
由
来
す
る

一
念
三
千

金
削
述
の
ご
と
く
、
聖
人
に
と
っ
て
、
本
門
の
一
念
三
千
が
真
の
一
念
三
千
で
あ
る
）
だ
け
が

仏
に
な
る
べ
き
道
で
あ
る
。

②
　
こ
の

一
念
三
千
も
我
等
は

一
分
も
智
慧
で
理
解
で
き
な
い
。

③
　
し
か
し
な
が
ら
、
此
経
法
華
経
だ
け
が

一
念
三
千
の
理
を
抱
懐
し
て
い
る
。

④
　
諸
経
は
智
者
も
な
お
成
仏
し
な
い
が
、
法
華
経
は
愚
人
も
成
仏
の
因
を
種
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
解
脱
を
求
め
な
く
て

も
、
解
脱
は
自
ら
実
現
す
る
。

の
四
点
と
な
る
。
隆
師
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が

「今
家
の
宗
旨
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

『れ
だ
木
ヰ
妙
』
拝
読
私
几
　
―
後
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―



四
、
『本
尊
抄
』
前
半
の
構
成

『本
尊
抄
』
の
前
半
と
い
う
の
は

「観
心
」
を
追
求
し
た
部
分
で
、
隆
師
の
文
段
で
い
え
ば
大
文
第

一
の
箇
所
、
即
ち

「妙
楽
大

師
云
当
知
身
土
乃
至
遍
於
法
界
等
一ム
一こ

の
所
ま
で
で
あ
る
。
然
し
、
問
答
で
言
え
ば
、
こ
れ
は
第
二
十
問
答
の
中
間
で
あ
り
、
本
尊

の
正
顕
、
そ
の
立
処

・
体
相

・
正
像
未
弘
の
意
と
続
い
て
、
第
二
十
問
答
は
な
ぜ
観
心
本
尊
な
の
か
を
考
え
る
上
で
、
最
も
重
要
な

問
答
の
箇
所
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

今
、
『本
尊
抄
』
前
半
の
考
察
に
当

っ
て
は
間
答
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
そ
の
梗
概
を
み
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
第

一
問
答
よ
り
第
八
問
答
ま
で
は

一
念
三
千
が
天
台
大
師
の

『摩
訂
止
観
』
第
五
巻
で
初
め
て
明
か
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、

第
九
問
答
か
ら
第
十

一
問
答
ま
で
は
百
界
千
如
と

一
念
三
千
の
相
違
を
論
ず
。
即
ち
百
界
千
如
は
有
情
界
に
限
り
、　
一
念
三
千
は

情

・
非
情
に
わ
た
る
と
し
て
、　
一
念
三
千
は
草
木
成
仏
の
意
神
で
も
あ
る
こ
と
を
示
す
。

こ
の
内
、
第
十
問
答
で
は
、
『開
目
抄
』
で
問
題
と
な

っ
た
二
乗
作
仏

。
久
遠
実
成
の
二
箇
の
大
法
を
教
門
の
難
信
難
解
、
百
界

千
如

。
一
念
三
千
を
観
門
の
難
信
難
解
と
称
し
、
草
木
成
仏
の
理
解
し
が
た
い
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
然
し
、
外
典

・
内
典
共
に
木

画
の
二
像
を
本
尊
と
す
る
が
、
そ
の
意
神
は
、　
一
念
三
千
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
十
二
問
答
は
観
心
を
問
う
も
の
で
、

間
フ
テ
日
ク
、
出
処
既
二
之
ヲ
聞
ク
、
観
心
ノ
心
如
何
。
答
ヘ
テ
日
ク
、
観
心
ト
ハ
、
我
力
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
。

是
ヲ
観
心
卜
云
フ
ナ
リ
。
警
ヘ
バ
他
人
ノ
六
根
ヲ
見
ル
ト
雖
モ
、
未
ダ
自
面
ノ
六
根
ヲ
見
ザ
レ
バ
自
具
ノ
六
根
ヲ
知
ラ
ズ
。
明

鏡
二
向
フ
ノ
時
、
始
メ
テ
自
具
ノ
六
根
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。
設
ヒ
諸
経
ノ
中
二
所
々
二
六
道
並
ビ
二
四
聖
ヲ
載
ス
ト
雖
モ
、
法
華



経
並
ビ
ニ
天
台
大
師
所
述
ノ
摩
訂
止
観
等
ノ
明
鏡
ヲ
見
ザ
レ
バ
自
具
ノ
十
界
百
界
千
如

一
念
三
千
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

と
あ
る
。
伝
統
教
学
で
は
、
こ
の

「観
心
」
義
は
天
台
の
そ
れ
で
あ
り
、
聖
人
の
観
心
義
と
は
異
な
る
と
し
て
、
法
行
観
心
に
対
す

る
信
行
観
心

（信
心
）
が
聖
人
の
義
で
あ
る
と
す
る
。

結
論
と
し
て
は
、
正
し
く
そ
の
通
り
と
考
え
る
が
、
以
下
の
論
証
の
よ
う
に
、
聖
人
は
、
本
抄
前
半
に
お
い
て

「己
心
の
十
界
を

観
ず
る
」
そ
の
こ
と
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
無
論
、
天
台
の

一
念
三
千
と
は

六
識
陰
妄
の
己
心
に
三
千
の
理
を
観
ず
る
観
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
所
観
の
理
を
も
意
味
す
る
。
聖
人
は

『開
目
抄
』
で
本
因
本
呆

の
法
門
と
称
し
、　
一
念
三
千
の
理
を
本
門
寿
量
品
の
経
意
に
基
く
真
の

一
念
三
千
と
し
て
客
体
的

・
対
象
的
に
法
体
の
構
成
を
論
じ

ら
れ
た
が
、
後
で
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
自
ら
の
己
心
に
観
ず
る
上
で
も
論
証
し
な
け
れ
ば
、
仏
種
と
し
て
の

一
念
三
千
と
な

ら
な
い
。
そ
れ
故
に
あ
ら
た
め
て
本
抄
で
、
明
鏡
の

『法
華
経
』
『摩
訂
止
観
』
に
照
ら
し
て
、
己
心
に
究
明
す
る
こ
と
を
表
明
さ

れ
た
底
意
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
十
三
間
答
で
は
、

間
フ
テ
日
ク
、
法
華
経
ハ
何
レ
ノ
文
ゾ
、
天
台
ノ
釈

ハ
如
何
。

の
問
い
に
対
し
て
、

答
ヘ
テ
日
ク
、
法
華
経
第

一
方
便
品
二
云
ク
、
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
等
一ム
云
。
是
レ
ハ
九
界
所
具
ノ
仏
界
ナ
リ
。

等
と
、
十
界
互
具
の
総
証
と
及
び
十
界
そ
れ
ぞ
れ
に
十
界
を
具
す
別
証
と
を
あ
げ
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
己
心
を
観
ず
る
用
意
と
し

て
、
ま
ず
明
鏡
の
具
体
例
を
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

続
い
て
、
第
十
四
問
答
は
、

問
フ
テ
日
ク
、
自
他
面
ノ
六
根
共
二
之
ヲ
見
ル
。
彼
此
ノ
十
界
二
於
テ
ハ
未
ダ
之
ヲ
見
ズ
。
如
何
ガ
之
ヲ
信
ゼ
ン
。

『れ
だ
木
ヰ
炒
』
拝
読
私
几
　
―
佐
波
塚
凛
と
一
本
の
間
―



と
問
い
、
答
え
る
に
法
師
品
の
難
信
難
解
、
宝
塔
品
の
六
難
九
易
を
あ
げ
、
天
台

・
章
安

・
伝
教
も
信
じ
難
い
と
し
、
仏
在
世
で
も

信
じ
な
い
者
が
い
た
の
で
あ
り
、
ま
し
て
滅
後
は
そ
う
で
あ
り
、
末
法
の
初
に
信
ず
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
正
法
で
は
な

い
、
と
ま
で
難
信
の
義
を
強
調
す
る
。

そ
し
て
、
第
十
五
問
答
で
は
、

間
フ
テ
日
ク
、
経
文
並
ビ
ニ
天
台
章
安
等
ノ
解
釈
ハ
疑
網
無
シ
。
但
シ
火
ヲ
以
テ
水
卜
云
ヒ
墨
ヲ
以
テ
白
シ
ト
云
フ
。
設
ヒ
佛

説
タ
リ
と
雖
モ
信
ヲ
取
り
難
シ
。
今

数

他
面
ヲ
見
ル
ニ
但
人
界
二
限
ッ
テ
余
界
ヲ
見
ズ
。
自
面
モ
亦
復
是
ノ
如
シ
。
如
何
ガ

信
心
ヲ
立
テ
ン
ヤ
。

答
フ
、　
数

他
面
ヲ
見
ル
ニ
或
時
ハ
喜
ビ
、
或
時
ハ
瞑
り
、
或
時
ハ
平
カ
ニ
、
或
時
ハ
貪
り
現
ジ
、
或
時
ハ
痴
現
ジ
、
或
時
ハ

諮
曲
ナ
リ
。
瞑
ル
ハ
地
獄
、
貪
ル
ハ
餓
鬼
、
痕
カ
ハ
畜
生
、
諮
曲
ハ
修
羅
、
喜
フ
ハ
天
、
平
カ
ナ
ル
ハ
人
ナ
リ
。
他
面
ノ
色
法

二
於
テ
ハ
、
六
道
共
ニ
コ
レ
ア
リ
。
四
聖
ハ
冥
伏
シ
テ
現
レ
ザ
レ
ド
モ
委
細
二
之
ヲ
尋
ネ
バ
コ
レ
ア
ル
ベ
シ
。

と
あ
る
。
法
華
経
及
び
天
台

・
章
安
の
解
釈
に
つ
い
て
は
疑
い
が
な
い
が
十
界
互
具
は
難
信
で
あ
り
、
た
と
え
仏
説
で
も
信
じ
難
い
。

他
人
の
顔
を
み
て
も
人
で
あ

つ
て
、
人
界
よ
り
外
の
も
の
で
は
な
い
。
自
分
も
そ
う
で
あ
り
、
ど
う
し
て
十
界
互
具
な
ど
信
じ
ら
れ

よ
う
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

凡
そ
本
抄
で
の
聖
人
の
論
述
は
、
経
釈
の
上
で
の
説
の
検
証
と
自
分
の
心
に
信
じ
ら
れ
る
か
否
か
の
検
証
と
の
両
面
を
進
め
る
形

と
な

っ
て
お
り
、
前
者
は

『開
目
抄
』
な
ど
に
譲
る
所
も
あ
る
が
、
本
抄
は
、
自
分
の
心
に
問
う
こ
と
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

意
で
こ
の
第
十
五
問
答
と
第
十
六
問
答
は
興
味
深
い
展
開
と
な
っ
て
お
り
、
就
中
、
十
界
互
具
に
対
す
る
仕
方
に
つ
い
て
、
佐
前
の

場
合
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
佐
前
で
は
十
界
互
具
の
説
を
前
提
に
凡
夫
も
成
仏
で
き
る
こ
と
を
述

べ
る
が
、
『本
尊
抄
』
で
は
、
自
己
の
心
に
六
道
を
具
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
四
聖
も
具
す
る
こ
と
を
信
ぜ
さ
せ
よ
う



と
い
う
論
調
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
心
中
の
悪
の
確
認
が
十
界
互
具
説
の
信
認
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
恐

ら
く

『佐
渡
御
書
』
『開
目
抄
』
な
ど
に
自
己
の
謗
法
罪
を
厳
し
く
み
つ
め
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
第
十
六
問
答
で
は
、

間
フ
テ
日
ク
、
六
道
二
於
テ
分
明
ナ
ラ
ズ
ト
雖
モ
、
粗
之
ヲ
聞
ク
ニ
之
ヲ
備
フ
ル
ニ
似
タ
リ
。
四
聖
ハ
全
ク
見
ヘ
ズ
如
何
。

答
ヘ
テ
日
ク
、
前
ニ
ハ
人
界
ノ
六
道
之
ヲ
疑
フ
。
然
リ
ト
雖
モ
強
テ
之
ヲ
言
ヒ
テ
相
似
ノ
言
ヲ
出
セ
リ
。
四
聖
モ
又
ホ
ル
ベ
キ

欺
。
試
ミ
ニ
道
理
ヲ
添
加
シ
テ
、
万
力

一
之
ヲ
宣
ベ
ン
。
所
以
二
世
間
ノ
無
常
眼
前
二
有
り
、
豊
二
人
界
二
二
乗
界
無
カ
ラ
ン

ヤ
。
無
顧
ノ
悪
人
モ
猶
妻
子
ヲ
慈
愛
ス
菩
薩
界
ノ

一
分
ナ
リ
。
但
仏
界
計
り
現
シ
難
シ
。
九
界
ヲ
具
ス
ル
ヲ
以
テ
強
テ
之
ヲ
信

ジ
疑
惑
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。
法
華
経
ノ
文
二
人
界
ヲ
説
イ
テ
云
ク
、
衆
生
二
仏
知
見
ヲ
開
カ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
。
涅
槃
経
ニ

云
ク
、
大
乗
ヲ
学
ス
ル
者
ハ
肉
眼
有
リ
ト
雖
モ
名
テ
仏
眼
卜
為
ス
等
一ム
云
。
末
代
ノ
凡
夫
出
生
シ
テ
法
華
経
ヲ
信
ス
ル
ハ
人
界

二
仏
界
ヲ
具
足
ス
ル
故
也
。

と
、
い
よ
い
よ
問
題
を
仏
界
の
具
不
に
絞
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
十
七
問
答
は
、

間
フ
テ
日
ク
、
十
界
互
具
ノ
佛
語
分
明
ナ
リ
。
然
リ
ト
雖
モ
我
等
力
劣
心
二
仏
法
界
ヲ
具
ス
ル
コ
ト
信
ヲ
取
り
難
キ
者
ナ
リ
。

今
時
之
ヲ
信
ゼ
ザ
レ
バ
必
ズ

一
聞
提
卜
成
ラ
ン
。
願
ク
ハ
大
慈
悲
ヲ
起
シ
テ
之
ヲ
信
ゼ
シ
メ
阿
鼻
ノ
苦
ヲ
救
護
シ
タ
マ
ヘ
。

答
ヘ
テ
日
ク
、
汝
既
二
唯

一
大
事
因
縁
ノ
経
文
ヲ
見
聞
シ
テ
之
ヲ
信
ゼ
ザ
レ
バ
釈
尊
ヨ
リ
已
下
四
依
ノ
菩
薩
並
ビ
ニ
末
代
理
即

ノ
我
等
如
何
ガ
汝
ガ
不
信
ヲ
救
護
セ
ン
ヤ
。

と
、
凡
夫
の
己
心
に
仏
界
を
具
す
る
こ
と
を
信
ぜ
し
む
る
こ
と
の
難
し
い
こ
と
を
述
べ
、
続
い
て
二
機
五
類
を
示
さ
れ
る
。
過
去
に

法
華
経
に
よ
る
下
種

。
結
縁
あ
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
で
は
、
己
心
具
仏
界
の
信
不
信
に
大
き
く
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ

『れ
ぼ
木
ヰ
沙
』
拝
読
私
几
　
―
後
波
塚
凛
と
一
本
の
間
―



は
と
も
か
く
と
し
て
、
現
証
が
あ
れ
ば
信
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
尭
舜
等
の
聖
人
は
人
界
で
あ

っ
て
仏
界
の

一
分
で
あ
り
、
法
華
経

常
不
軽
菩
薩
品
の
不
軽
菩
薩
は
す
べ
て
の
人
に
仏
身
を
見
た
の
で
あ
り
、
釈
尊
は
人
間
か
ら
仏
陀
と
な
ら
れ
た
。
こ
れ
等
の
現
証
に

よ
っ
て
信
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
。

第
十
八
問
答
に
至
る
と
、
己
心
具
仏
界
の
問
題
が
更
に
己
心
に
釈
尊
を
具
す
る
か
と
い
う
こ
と
へ
進
む
。
し
か
も
割
注
で

「之
ヨ

リ
堅
固
二
之
ヲ
秘
セ
」
と
注
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
述
門
の
始
成
の
釈
尊
と
所
化
の
姿
を
あ
げ
、
「之
ノ
如
キ
佛
陀
何
ヲ
以
テ
我
等

凡
夫
之
己
心
二
住
セ
シ
メ
ン
ヤ
。
（中
略
）
是
ノ
如
キ
因
位
ノ
諸
行

ハ
皆
我
等
力
己
心
所
具
ノ
菩
薩
界
ノ
功
徳
欺
」
等
と
言
い
、
次

に
、
「本
門
ヲ
以
テ
之
ヲ
疑

ハ
バ
教
主
釈
尊
ハ
五
百
塵
点
已
前
ノ
佛
ナ
リ
。
因
位
モ
又
是
ノ
如
シ
。
其
レ
ヨ
リ
已
来
、
十
方
世
界
ニ

分
身
シ

一
代
聖
教
ヲ
演
説
シ
テ
塵
数
ノ
衆
生
ヲ
教
化
シ
タ
マ
フ
。
本
門
ノ
所
化
ヲ
以
テ
述
門
ノ
所
化
二
比
校
ス
レ
バ

一
滞
卜
大
海
卜
、

一
塵
卜
大
山
ト
ナ
リ
。
本
門
ノ

一
菩
薩
ヲ
述
門
ノ
十
方
世
界
ノ
文
殊
観
音
等
二
対
向
ス
レ
バ
猿
猥
ヲ
以
テ
帝
釈
二
比
ス
ル
ニ
尚
ホ
及

バ
ズ
。
其
ノ
外
十
方
世
界
ノ
断
惑
証
果
ノ
ニ
乗
並
ビ
ニ
梵
天

。
帝
釈

ｏ
日
月

。
四
天

・
四
輪
王
乃
至
無
間
大
城
ノ
大
火
炎
等
、
此
等

ハ
皆
我

一
念
ノ
十
界
欺
。
己
心
ノ
三
千
欺
。
仏
説
為
リ
ト
雖
モ
、
之
ヲ
信
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
。
そ
れ
故
に
、
ホ
前
の
経
の
方
が
真
実

で
あ
り
、
法
華
経
に
も

「断
諸
法
中
悪
」
と
あ
り
、
「天
台

一
人
ノ
僻
見
也
。
停
教

一
人
ノ
謬
博
也
」
、
故
に

「夫
レ

一
念
三
千
ノ
法

門
ハ
一
代
ノ
権
実
二
名
ロ
ヲ
削
り
四
依
ノ
諸
論
師
其
義
ヲ
載
セ
ズ
。
漢
土
日
域
ノ
人
師
モ
之
ヲ
用
ヒ
ズ
。
如
何
ガ
之
ヲ
信
ゼ
泡
」
と

問
い
を
設
け
る
。

こ
れ
に
対
す
る
答
文
は
、
諸
経
と
法
華
経
と
の
相
違
は
経
文
の
内
容
に
未
顕
と
已
顕
、
証
明
と
舌
相
、
二
乗
の
成
不
、
始
成
と
久

成
等
の
勝
劣
が
あ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
論
師
に
つ
い
て
は
、
天
台
大
師
が
既
に
内
鑑
冷
然

（外
に
は
出
さ
ぬ
が
心
に
は

理
解
し
て
い
る
こ
と
）
の
考
え
方
に
よ
っ
て
会
通
し
て
い
る
し
、
人
師
に
つ
い
て
は
、
「天
台
已
前

ハ
、
或
ハ
珠
ヲ
含
ミ
、
或
ハ
一
向

二
之
ヲ
知
ラ
ズ
。
已
後
ノ
人
師
ハ
、
或
ハ
初
二
之
ヲ
破
シ
テ
後
二
帰
伏
ス
ル
人
有
り
。
或
ハ
一
向
用
ヒ
ザ
ル
者
コ
レ
ア
リ
」
と
し
、



ど
う
し
て
も
会
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

「断
諸
法
中
悪
」
の
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
華
経
の
中
に
ホ
前
の
文
を
載
せ
て
い

る
の
で
あ
り
、
法
華
経
に
は
明
確
に
十
界
互
具
を
説

い
て
お
り
、
「欲
令
衆
生
開
佛
知
見
」
等

の
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
天
台

・
章
安

の
釈
も
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
但
し
、
会
通
し
難

い
の
は
、
上
に
問
う
た
教
主
釈
尊
を
凡
夫
の
己
心
に
具
足
す
る
の
か
と
い
う
問
題

で
あ
り
、
こ
の
事
を
仏
は
直
ち
に
答
え
ず
、
法
師
品

。
宝
塔
品
に
難
信
難
解
の
義
を
示
さ
れ
た
と
し
、
天
台

・
章
安

・
伝
教
の
三
釈

も
挙
げ
て
、
答
釈
に
か
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

夫
レ
仏
ヨ
リ
滅
後

一
千
八
百
余
年

二
至
ル
マ
デ
三
国

二
経
歴
シ
テ
但
ダ
三
人
ノ
ミ
有

ッ
テ
此
ノ
正
法
ヲ
覚
知
セ
リ
。
所
謂
月
支

ノ
釈
尊
、
真
旦
ノ
智
者
大
師
、
日
域
ノ
停
教
、
此
ノ
三
人

ハ
内
典
ノ
聖
人
ナ
リ
。

と
言
わ
れ
て
い
る
。

第
十
九
問
答
は
、
「問
フ
テ
日
ク
、
竜
樹
天
親
等

ハ
如
何
。
答

ヘ
テ
日
ク
、
此
等
ノ
聖
人

ハ
、
知

ッ
テ
之
ヲ
言

ハ
ザ
ル
仁
也
。
或

ハ
辺
門
ノ

一
分
之
ヲ
宣
ベ
テ
本
門
卜
観
心
ト
ヲ
云

ハ
ズ
。
或

ハ
機
有

ッ
テ
時
無
キ
欺
。
或

ハ
機
時
共

ニ
コ
レ
ナ
キ
欺
。
天
台
停
教
已

後

ハ
之
ヲ
知
ル
者
多
々
ナ
リ
。
二
聖
ノ
智
ヲ
用
フ
ル
カ
故
ナ
リ
」
と
始
ま
り
、
諸
宗
の
先
師
に
及
ぶ
が
、
続
い
て
、

但
シ
初
ノ
大
難
ヲ
遮
セ
バ

と
あ

っ
て
、
無
量
義
経
と
普
賢
経
の
引
用
が
示
さ
れ
る
。
隆
師
の
科
文
で
は

「無
量
義
経
ノ
文

ハ
父
母
子
和
合
ノ
三
千
ヲ
以
テ
、
有

情
ノ
佛
種
子
ナ
ル
コ
ト
ヲ
顕

ス
」
翌
日
賢
経
ノ
文

ハ

一
念
三
千

ヲ
以
テ
諸
佛
ノ
種
子
卜
為
ス
」
と
あ
る
所
で
あ
り
、
株
橋
先
生
の

「本
砂
の
大
綱
」
で
は
、
こ
れ
以
降
が
、
「事
具

一
念
三
千
」
と
科
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
華
経
以
外
の
経
々
に
つ
い
て
は
、

「但
ダ
其
ノ
近
因
近
果
之
ヲ
説
ケ
ド
モ
三
五
ノ
遠
化
ヲ
亡
失
シ
、
化
道
ノ
始
終
跡
ヲ
削
リ
テ
見

エ
ズ
」
等
と
指
摘
し
、
華
厳
経

・
大

日
経
等
も
、
「本
有
ノ
三
因
コ
レ
ナ
シ
、
何
ヲ
以
テ
カ
佛
ノ
種
子
ヲ
定
メ
ン
」
と
批
判
さ
れ
る
。

『机
だ
木
斗
炒
』
拝
読
私
几
　
―
佐
漢
塚
凛
と
一
本
の
間
―



結
論
と
し
て
、

然
リ
ト
雖
モ
詮
ス
ル
所
ハ
一
念
三
千
ノ
仏
種
二
非
ザ
レ
バ
、
有
情
ノ
成
仏

。
木
画
二
像
ノ
本
尊

ハ
有
名
無
実
ナ
嘔
。

と
さ
れ
る
所
で

『開
目
抄
』
と
同
様
に
仏
種
子
と
は

（本
門
の
）

一
念
三
千
の
み
と
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第
二
十
問
答
は
、

間
フ
テ
日
ク
、
上
ノ
大
難
未
ダ
其
ノ
会
通
ヲ
聞
カ
ズ
如
何
。

答
ヘ
テ
日
ク
、
無
量
義
経
二
云
ク
、
未
ダ
六
波
羅
蜜
ヲ
修
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
ト
雖
モ
六
波
羅
蜜
自
然
二
在
前
ス
等
・ム
云
。
法

華
経
二
云
ク
、
具
足
ノ
道
ヲ
聞
カ
ン
ト
欲
ス
等
一ム
云
。
涅
槃
経
二
云
ク
、
薩
ト
ハ
具
足
二
名
ク
等
一ム
云
。
竜
樹
菩
薩
ノ
云
ク
、
薩

ト
ハ
六
ナ
リ
等
一ム
云
。
無
依
無
得
大
乗
四
論
玄
義
記

二
云
ク
、
沙
ト
ハ
訳
シ
テ
六
卜
云
フ
。
胡
ノ
法

ニ
ハ
六
ヲ
以
テ
具
足
ノ
義

卜
為
ス
ナ
リ
。
吉
蔵
ノ
疏
二
云
ク
、
沙
ト
ハ
翻
シ
テ
具
足
卜
為
ス
。
天
台
大
師
ノ
云
ク
、
薩
ト
ハ
梵
語
。
此
ニ
ハ
妙
卜
翻
ス
等

Ｆ
ム
。
私
二
会
通
ヲ
加
ヘ
バ
本
文
ヲ
願
ス
ガ
如
シ
。
か
リ
ト
雖
モ
、
文
ノ
心
ハ
釈
尊
因
行
果
徳
ノ
ニ
法

ハ
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字

二
具
足
ス
。
我
等
此
ノ
五
字
ヲ
受
持
ス
レ
バ
自
然
二
彼
ノ
因
果
ノ
功
徳
ヲ
譲
り
与
ヘ
タ
マ
フ
。

と
あ
り
、
こ
の
あ
と
、

四
大
啓
聞
ノ
領
解
二
云
ク
、
無
上
ノ
費
珠
求
メ
ザ
ル
ニ
自
ラ
得
タ
リ
一ム
云
。
我
等
ガ
己
心
ノ
薄
聞
界
ナ
リ
。
我
ガ
如
ク
等
シ
ク

シ
テ
異
ナ
ル
コ
ト
無
シ
。
我
ガ
昔
ノ
所
願
ノ
如
キ
今
ハ
已
二
満
足
シ
ヌ
。　
一
切
衆
生
ヲ
化
シ
テ
、
皆
佛
道
二
入
ラ
シ
ム
。
妙
覚

ノ
釈
尊

ハ
我
等
ガ
血
肉
ナ
リ
。
因
果
ノ
功
徳
ハ
骨
髄
二
非
ズ
ヤ
。
宝
塔
品
二
云
ク
、
其
レ
能
ク
此
経
法
ヲ
護
ル
コ
ト
有
ン
者
ハ
、

則
チ
為
レ
我
及
ビ
多
宝
ヲ
供
養
ス
ル
ナ
リ
。
乃
至
亦
復
諸
ノ
来
リ
タ
マ
ヘ
ル
化
仏
ノ
諸
ノ
世
界
ヲ
荘
厳
シ
光
飾
シ
タ
マ
フ
者
ヲ

供
養
ス
ル
ナ
リ
等
一ム
云
。
釈
迦
多
宝
十
方
ノ
諸
仏
ハ
我
力
佛
界
ナ
リ
。
其
ノ
跡
ヲ
紹
継
シ
テ
其
ノ
功
徳
ヲ
受
得
ス
。
須
夫
モ
之

ヲ
聞
カ
バ
即
チ
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
ヲ
究
党
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ト
ハ
是
ナ
リ
。
寿
量
品
二
云
ク
、
然
ル
ニ
、
我
実
二
成
仏
シ



テ
ヨ
リ
已
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
ナ
リ
等
一ム
云
。
我
等
力
己
心
ノ
釈
尊

ハ
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
ノ
三
身
ニ
シ
テ
無

始
ノ
古
佛
ナ
リ
。
経
二
云
ク
、
我
本
菩
薩
ノ
道
ヲ
行
ジ
テ
成
ゼ
シ
所
ノ
寿
命
、
今
猶
ヲ
未
ダ
尽
キ
ズ
、
復
上
ノ
数
二
倍
セ
リ
等

ゴ
ム
。
我
等
ガ
己
心
ノ
菩
薩
等
ナ
リ
。
地
涌
千
界
ノ
菩
薩

ハ
己
心
ノ
釈
尊
ノ
谷
属
ナ
リ
。
例
セ
バ
太
公
周
公
旦
等

ハ
周
武
ノ
臣

下
、
成
王
幼
稚
ノ
春
属
、
武
内
大
臣
ハ
神
功
皇
后
ノ
棟
梁
、
仁
徳
王
子
ノ
臣
下
ナ
ル
ガ
如
シ
。
上
行
無
辺
行
浄
行
安
立
行
等
ハ

我
等
ガ
己
心
ノ
菩
薩
ナ
リ
。
妙
楽
大
師
云
ク
、
当
二
知
ル
ベ
シ
、
身
土
ハ
一
念
三
千
ナ
リ
。
故
二
成
道
ノ
時
、
此
ノ
本
理
二
称

フ
テ

一
身

一
念
、
法
界
二
遍
シ
等
一ム
云
。

と
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
第
二
十
問
答
は
ま
だ
続
く
の
で
あ
る
が
、
隆
師
の
科
文
に
従
え
ば
、
こ
こ
ま
で
が
大
文
第

一
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
部
分
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
己
心
に
釈
尊
を
具
す
る
か
と
い
う
問
い
へ
の
直
接
の
回
答
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
題
目
の
五
字
の
受
持
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
具
足
す
る
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
を
功
徳
と
し
て
自
然
に
譲
与
さ
れ
る

と
い
う
の
が
結
論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『開
目
抄
』
の

［Ｅ
］
中
の
文
で
み
た
如
く
、
「欲
聞
具
足
道
」
に
関
す
る
引
用
文
は
、
『本
尊
抄
』
で
は
無
量
義
経
の

「雖
未
得
修
行
六
波
羅
蜜
六
波
羅
蜜
自
然
在
前
」
の
文
が
最
初
に
置
か
れ
て
、
「自
然
譲
与
」
の
意
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
外
は

同
じ
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
引
用
文
の
意
味
す
る
所
は
、
『開
目
抄
』
で
は
方
便
品
の

「欲
聞
具
足
道
」
の
解
釈
で
あ
る
の
に
対
し

て

『本
尊
抄
』
で
は
、
法
華
経
の
心

。
神
と
し
て
の
題
目
に
釈
尊
の
因
果
の
功
徳
を
具
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
諸
文
と
し
て
解
釈
さ

れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
本
門
法
体
の
四
十
五
字
を
承
け
て

「於
此
本
門
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
と
い
う
所

を
み
れ
ば
、
本
門
の
三
千
と
本
門
の
題
目
の
関
係
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「四
大
啓
聞
領
解
云
」
以
下
の
文
が
、
す
べ
て
己
心
に
十
界
を
具
足
す
る
こ
と
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
つ
ま
り
は
題
目
の
受
持
に
よ
る
釈
尊
の
功
徳
の
譲
与
の
上
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
上
で
の

「我
等
己
心

『れ
だ
木
斗
炒
』
拝
読
私
几
　
―
彼
波
塚
凛
と
一
本
の
間
―



釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身
無
始
古
佛
也
」
で
あ
り
、
「経
云
我
本
行
菩
薩
道
所
成
寿
命
今
猶
未
蓋
復
倍
上
数
等
一ム
云
。
我
等
己
心

（
６０
）

菩
薩
等
也
。
地
涌
千
界
菩
薩
己
心
釈
尊
春
属
也
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
第
二
十
問
答
の

「本
門
法
体
の
四
十
五
字
」
も
周
知

の
如
く

「己
心
三
千
具
足
三
種
世
間
也
」
と
あ

っ
て
、
本
因
果
国
三
妙
の
文
か
ら
示
さ
れ
る
本
門
の
三
千
を

「己
心
」
に
於
て
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『本
尊
抄
』
前
半
で
論
じ
つ
め
ら
れ
た

一
念
三
千
論
な
い
し
十
界
互
具
論
が
、
己
心
に
具
足

す
る
か
否
か
を
究
明
す
る
所
に
主
目
的
が
あ
り
、
こ
れ
の
解
決
な
く
し
て
は
、
十
界
互
具

。
一
念
三
千
そ
の
も
の
が
成
立
し
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
と
解
さ
れ
る
。

故
に
第
十
二
問
答
で
、
「観
心
者
観
我
己
心
見
十
法
界
是
云
観
心
也
」
と
定
義
さ
れ
た
観
心
は
、
十
界
互
具

。
一
念
三
千
を
成
立

さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
の
こ
と
と
し
て

『本
尊
抄
』
前
半
の
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
副
状
で

「観

心
の
法
門
」
と
言
及
さ
れ
た
主
意
で
あ
る
。
そ
れ
を
追
求
す
る
と
き
、
最
終
的
に
は
題
目
の
信
心
に
よ
っ
て
の
み
実
現
す
る
こ
と
が

結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
聖
人
の
観
心
義
を
信
行
観
心
と
し
て
、
台
家
の
そ
れ
の
法
行
観
心
と
は
異
な
る
も
の
と

い
う
台
当
異
目
が
言
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
長
々
と

『本
尊
抄
』
前
半
の
部
分
の
展
開
を
み
て
き
た
が
、
そ
れ
は
大
筋
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
即
ち
、

〔第

一
問
答
～
第
十
九
問
答
〕

一
切
経
の
中
で
法
華
経
本
門
寿
量
品
所
顕
の
事
具

一
念
三
千
の
み
が
佛
種
で
あ
る
こ
と
の
論
証
。

〔第
十
四
問
答
～
第
二
十
問
答
〕

一
念
三
千
仏
種
は
難
信
難
解
で
あ
る
が
、
特
に
己
心
に
教
主
釈
尊

（殊
に
は
本
門
の
久
成
の
釈
尊
）
を
具
す
る
こ
と
が
最
後
ま
で

残
る
難
問
で
あ
る
こ
と
。



〔第
二
十
問
答
〕

凡
夫
の
己
心
に
教
主
釈
尊

（殊
に
は
久
成
の
釈
尊
）
を
具
足
す
る
こ
と
を
直
ち
に
理
解
で
き
る
と
す
る
の
で
は
な
く
、
題
目
の

五
字
に
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
を
具
足
し
、
そ
の
題
目
の
信
行
に
よ
っ
て
所
具
の
因
果
の
功
徳
を
譲
与
さ
れ
る
こ
と
を
以
て

解
答
と
し
て
い
る
こ
と
。

の
よ
う
に
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

五
、
開
本
両
抄
の
関
係
に
つ
い
て

『本
尊
抄
』
前
半
の
展
開
が
、
管
見
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

『開
目
抄
』
の

［Ｇ
］
の
文
意
と
大
筋
に

お
い
て

一
致
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
そ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
『開
目
抄
』
で
は

「此

一
念
三
千
も

我
等

一
分
の
慧
解
も
な
し
」
と
言
う
の
み
で
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
点
が
理
解
で
き
な
い
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
因
本
果
の
法
門
で
示
さ
れ
る

一
念
三
千
が
、
「ま
こ
と
の

一
念
三
千
」
「真
ノ十
界
互
具

・
百
界
千
如

。
一
念
三
千
」
と
さ
れ
、
「法

華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
ハ種
子
無
上
を
立
テ
た
り
。
天
台
の

一
念
三
千
こ
れ
な
り
」
と
言
わ
れ
、
「但
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
佛

に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
」
と
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
よ
う
に

『本
尊
抄
』
で
は
、
凡
夫
の
己
心
に
釈
尊

（殊
に
は
久
成
の
釈
尊
）
を
具
足
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

最
後
ま
で
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
の
部
分
に
、
聖
人
は

「自
之
堅
固
秘
之
」
と
割
注
ま
で
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
と
す
れ
ば
、
『開
目
抄
』
で

「
一
分
も
慧
解
も
な
し
」
と
い
う
こ
と
は
、
己
心
具
釈
尊
の
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
と
考
え
る
こ
と

は
無
理
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『れ
だ
木
ヰ
少
』
拝
読
私
几
　
―
後
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―



ま
た
、
『開
目
抄
』
で
、
コ

代
経
々
の
中
に
は
此
経
計
り
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
」
と
い
う

「此
経
」
が
、
『本
尊
抄
』
で
は

「釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
」
と
あ
る
故
に
、
「妙
法
蓮
華
経
五
字
」
に
相
当
す
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ

は
結
文
も
同
様
で
あ
る
。

更
に
、
「此
経
ハ愚
人
モ仏
因
ヲ種
ュベと

不
求
解
脱
解
脱
自
至
等
卜
一ム
一こ

が

「釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
。
我
等

受
持
此
五
字
自
然
譲
与
彼
因
果
功
徳
」
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
題
目
の
五
字
に
釈
尊
の
本
因
本
果
の
功
徳
を
具
足
す
る
故
に
、

そ
れ
を
題
目
の
信
行
に
よ
っ
て
自
然
に
譲
与
さ
れ
る
と
具
体
的
に
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
「佛
因
を
種
ゆ
」
に
つ
い
て
は
、
こ

の

「受
持
乃
至
譲
与
」
だ
け
の
意
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
題
目
の
信
行
に
よ
ら
な
け
れ
ば

一
念
三
千
仏
種
を
う
え
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
題
目
が
下
種
の
種

子
と
な
り
、
従

っ
て

『本
尊
抄
』
で
も

「此
種
」
「以
妙
法
蓮
華
経
五
字
令
授
与
間
浮
衆
生
」
「此
時
地
涌
菩
薩
始
出
現
世
但
以
妙
法

蓮
華
経
五
字
令
服
幼
稚
因
謗
堕
悪
必
因
得
益
」
「令
懸
末
代
幼
稚
頸
」
等
と
あ

っ
て
、
末
法
の
逆
縁
下
種
論
が
聖
人
の
本
意
で
あ
り
、

『本
尊
抄
』
以
降
の
諸
書
に
展
開
さ
れ
る
所
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

『開
目
抄
』
は
文
永
九
年
二
月
、
佐
渡
の
塚
原
で
の
著
で
あ
り
、
『本
尊
抄
』
は
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
、
同
じ
く

一
谷
で
の
著

述
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
約

一
年
二
ヶ
月
の
時
間
が
あ
る
が
、
両
抄
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
先
師
が
様
々
に
論
じ
て
い
る
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
『開
目
抄
』
も
最
後
の
部
分

［Ｇ
］
に
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
た
考
え
方
が
、
『本
尊
抄
』
前
半
に
詳
細
に
展
開
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
議
論
の
構
成
が
全
く
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『開
目
抄
』
で
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た

「
一
分
の
慧
解
も
な
し
」
の
問
題
が

『本
尊
抄
』
で
は
己
心
具
釈
尊
の
こ
と
と
し
て
重
々
の
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
然
し
、
そ
れ

も
最
後
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
る
功
徳
の
自
然
譲
与
と
い
う
形
で
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
「不
求
解
脱
解
脱
自
至
」
に

一
致

す
る
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
『開
目
抄
』
は
周
知
の
如
く
聖
人
が
、
「我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
」
と
い
う
疑
間
の
解
決
を
そ
の
肝
心
と

し
、
聖
人
の
一
期
の
大
事
と
示
さ
れ
た
著
述
で
あ
る
。
こ
の

『開
目
抄
』
中
の
十
界
互
具

・
一
念
三
千
論
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
客

体
的

。
対
象
的
で
あ
り
、
十
界
互
具
論
で
言
え
ば
、
能
具
の
十
界
の
方
、
換
言
す
れ
ば
仏
界

・
釈
尊
と
人
界

。
日
蓮
と
の
関
係
を
中

心
に
追
求
し
た
所
と
言
え
よ
う
。
即
ち
聖
人
が
、
「外
な
る
釈
尊
」
の
御
意
に
従

っ
て
法
華
経
を
色
読
さ
れ
た
所
が

「法
華
経
の
行

者
」
で
あ
ろ
う
。

然
し
、　
一
念
三
千
が
仏
種
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
ら
の
己
心
の
中
に
十
界
を
具
足
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
所
具
の
十
界
の
確
認
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
聖
人
は

『開
目
抄
』

一
部
に
お
い
て
、
自
身
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、

一
期
の
大
事
を
述
べ
た
結
語
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
次
は

「内
な
る
釈
尊
」
と
自
己
と
の
関
わ
り
を
述
べ
る
必
要
に
か
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
恐
ら
く

『開
目
抄
』
の

［Ｇ
］
の
部
分
で
あ
り
、
従

っ
て

『本
尊
抄
』
は
聖
人
の
己
心
に
具
す
る
十
界

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
第

一
の
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
上
に
本
尊
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

己
心
具
釈
尊
の
難
問
は
、
題
目
の
信
行
を
通
し
て
の
み
解
決
さ
れ
る
故
に
、
衆
生
の
成
仏
論
と
し
て
末
法
下
種
論
が
示
さ
れ
、
そ
の

根
拠
と
し
て
の
本
門
八
品
上
行
付
嘱
の
教
義
が
開
陳
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
も
含
め
て
、
本
抄
は

『観
心
本
尊
抄
』
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
内
容
的
に
み
る
と
、
両
抄
の
関
係
は
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

故
に
、
本
抄
は
聖
人
が
自
ら
の
心
に
問
い
続
け
ら
れ
た
、
そ
う
い
う
著
述
で
あ
る
面
を
も

っ
と
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
故
の

「当
身
の
大
事
」
で
あ

っ
て
、
総
名
本
尊
の
主
張
と
、
上
行
要
付
や
宗
祖
が
上
行
の
応
化
で
あ
る
と
い
う
結
論
の
み
を
以
て

「当
身

の
大
事
」
と
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
「観
心
の
法
門
」
の
究
尽
し
た
所
が
、
「法
開
顕
の
書
」
な
の
で
あ
る
と
言
え

卜
で
つ
。

妙
蓮
寺
日
忠
著

『観
心
本
尊
抄
見
聞
』
に
は
、

『れ
だ
木
斗
炒
』
拝
読
私
几
　
―
佐
波
塚
凛
と
一
本
の
間
―



当
流
の
意
は
開
目
抄

・
観
心
抄
を
合
し
て

一
通
の
始
終
と
し
て
文
段
を
取
る
な
り
。
開
目
抄

・
観
心
本
尊
抄
は
末
代
相
応
上
行

所
伝
の
主
師
親
を
顕
す
な
り
。
傷
て
開
目
抄
は
宗
教
な
り
、
観
心
本
尊
抄
は
宗
旨
な
り
。
宗
旨

・
宗
教
共
に
本
門
の
上
に
之
を

論
ず
る
な
り
。

等
と
あ

っ
て
、
両
抄
を

一
通
の
始
終
と
み
る
注
目
す
べ
き
見
解
が
あ
り
、
株
橋
先
生
の

『本
尊
抄
講
義
』
も
、
こ
れ
を
引
用
し
て
詳

し
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

隆
師
も

『開
述
顕
本
宗
要
集
』
教
相
第
七
に
、

開
目
抄

・
観
心
本
尊
抄
は
三
大
秘
法
中
の
本
門
の
本
尊

一
箇
の
実
体
を
釈
す
。
開
目
抄
に
は
本
門
妙
法
蓮
華
経
体
具
の
本
因
本

果
本
国
土
事
三
千
を
釈
し
顕
し
、
観
心
本
尊
抄
に
至
て
三
千
を
以
て
妙
法
蓮
華
経
に
裏
み
て
上
行
に
付
す
相
を
判
じ
た
ま
へ
り
。

と
言
わ
れ
、
株
橋
先
生
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、

開
本
両
秒
の
所
説
を
拝
す
れ
ば
総
別

・
能
所
の
不
同
が
あ
り
、
ま
た
破
邪

・
顧
正
の
相
違
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
開
目

砂
は
文
永
九
年
二
月
の
述
作
、
本
尊
砂
は
翌
十
年
四
月
の
撰
述
に
し
て
、
開
目
砂
は
本
尊
砂
を
著
す
序
説
と
し
て
別

。
所
開
の

立
場
に
お
い
て
教
相
と
し
て
は
壽
量
品
を
、
観
心

（法
）
と
し
て
は
事
具

一
念
三
千
を
主
張
す
る
に
対
し
て
、
本
尊
少
は
正
説

に
し
て
線

。
能
開
の
立
場
に
お
い
て
教
相
と
し
て
は
本
門
八
品
を
、
観
心

（法
）
と
し
て
は
別
然
事
具

一
念
三
千
を
撮
在
す
る

能
撮
線
持
の
要
法
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
顧
説
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。
開
本
両
抄
が

一
通
の
始
終
と
さ
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
上
で
の
相
違
を
結
論
的
に
整
理
さ
れ
、
全
遺
文
中
の
両
書
、

殊
に
は

『本
尊
抄
』
の
位
置
を
確
認
さ
れ
た
所
と
言
え
よ
う
。

拙
稿
の
試
論
は
、
両
抄
が

「
一
通
の
始
終
」
と
さ
れ
る
根
底
に
、
『開
目
抄
』
の
末
尾
近
く
の

一
節
の
文
意
と
、
『本
尊
抄
』
前
半

の
文
意
の

一
致
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
を
考
慮
す
る
時
、
『開
目
抄
』
と

『本
尊
抄
』
の
密
接
な
関
係
が
よ
り

一
層
、



鮮
明
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

流
罪
地
の
佐
渡
塚
原
は
、
聖
人
に
と

っ
て
常
に
死
と
隣
あ
わ
せ
の
生
活
で
あ

っ
た
。　
一
谷
に
移
さ
れ
て
も
過
酷
な
環
境
は
、
そ
れ

ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
然
し
、
法
難
に
明
け
暮
れ
た
聖
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
の
中
で
、
佐
渡
で
の
定

住
は
、
思
索
の
面
で
格
別
の
時
間
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。　
一
気
呵
成
の
長
編
で
あ
る

『開
目
抄
』
と
、
そ
れ
に
続
く

「問
い
多
く
し
て
答
え
少
し
」
と
自
ら
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
構
成
が
整
え
ら
れ
た

『本
尊
抄
』
と
は
、　
一
通
の
始
終
で
あ
り
な
が
ら

そ
の
間
に
思
想
の
展
開
が
あ

っ
た
。
先
に
、
株
橋
先
生
が

［Ｇ
］
と
結
文
と
を
対
置
し
て
会
通
さ
れ
た
結
果

（拙
稿
の

コ
一、
先
師

の
見
解
に
つ
い
て
」
の
末
尾
）
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
「此
経
」
が

「本
門
八
品
上
行
所
伝
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と

剋
実
さ
れ
、
「仏
因
を
種
ゆ
べ
し
」
が
末
法
下
種
の
主
張

へ
と
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
界
互
具

。
一
念
三
千
論
で
言
え
ば
、
「外

な
る
釈
尊
」
と
聖
人
の
関
係
が
、
「内
な
る
釈
尊
」

へ
の
注
視
と
な
り
、
そ
れ
が
未
曽
有
の
本
尊
の
開
示
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
や
は
り
株
橋
先
生
の
、

開
目
砂
は
本
尊
秒
の

一
期
の
本
懐
を
顧
さ
ん
が
た
め
の
前
方
便
で
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
御
指
摘
が
、
改
め
て
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

六
、
結
　
　
　
語

『本
尊
抄
』
撰
述
の
動
機
に
つ
い
て
、
株
橋
先
生
は
、
０
外
縁
的
動
機
に
三
、
②
内
証
的
動
機
に
二
、
を
挙
げ
て
お
ら
れ
、
い
ず

れ
も
詳
細
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
仮
説
が
も
し
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
内
証
的
動
機
の
前
提
と
し
て
、
『開
目
抄
』
で
述
べ
ら

れ
な
か
っ
た
己
心
具
釈
尊
の
難
問
の
解
決
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更
に
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、　
一
念
三
千
仏
種
は

『れ
だ
木
ヰ
炒
』
拝
読
私
几
　
―
仏
波
′
凛
と
一
本
の
間
―



我
々
に
と
り
、
観
照
に
よ
る
獲
得
は
不
可
能
で
、
題
目
の
信
行
に
よ
る
外
は
な

い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
即
ち
、
『本
尊

抄
』

の
結
文
こ
そ

『本
尊
抄
』

一
部
の
意
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「諸
御
抄
の
詮
要
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
聖
人
教
学
の
根
本
を
題
目
の
信
行
の
上
に
み
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、　
一
念
三
千
哲
学
な
ど
と
い
う
み
か
た
と
の
決
別
を

意
味
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
斯
界
の
再
考
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

無
論
、
管
見
は
、
隆
師
や
株
橋
先
生
の
御
指
摘
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
問
題
は
、
『開
目
抄
』
末
尾
近
く
の

一
節
の

文
意
と
、
『本
尊
抄
』
前
半
の
内
容
と
の
関
わ
り
を
ど
う
み
る
か
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
虚
心
坦
懐
な
御
批
判
を
乞
う
所
で

あ
る
。

私
の
仮
説
を
前
提
と
す
る
と
、
題
目
論

・
下
種
論

。
本
尊
論
な
ど
日
蓮
聖
人
教
学
の
各
方
面
で
、
新
た
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と

が
多

い
。
そ
れ
ら
は
ま
た
、
別
の
機
会
に
私
見
を
記
し
、
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

王ヽ

（１
）

『観
心
本
尊
抄
講
義
』
上
巻
、
法
華
宗

（本
門
流
）
刊
、
昭
和
五
十
六
年
、　
一
一
九
～

一
二
六
頁
。
桃
井
観
城
編

「観
心
本

尊
抄
研
鑽
年
表
」
及
び

「本
尊
論
年
表
」
翁
桂
林
学
叢
』
第
七
号
所
収
、
昭
和
四
十
八
年
）
は
、
訂
正
を
要
す
る
所
が
あ
る
に
し
て

も
、
本
尊
抄
研
究
史
を
顧
み
る
の
に
便
利
な
労
作
で
あ
る
。
無
論
、
こ
の
後
に
も
多
く
の
文
献
が
あ
る
。

（２
）

『昭
和
定
本
　
日
蓮
聖
人
遺
文
』
六
〇
四
頁

（立
正
大
学
日
蓮
教
學
研
究
所
編
、
身
延
山
久
遠
寺
発
行
、
二
〇
〇
〇
年
、
改
訂
増
補

第
三
刷
、
以
下

『定
遺
し

（３
）

株
橋
日
涌
監
修

『日
隆
聖
人
文
段
主
要
御
書
』
八
七
頁

（九
二
頁
）。
（法
華
宗
宗
務
院
発
行
、
昭
和
六
十
三
年
再
版

〔平
成
十
九



年
三
版
〕、
以
下

『主
』
と
す
る
。
（　
）
内
は
三
版
の
頁
数
）

（４
）

『定
遺
』
七

一
五
頁

（５
）

『開
目
砂
十
講
』
七

一
頁

（興
隆
学
林
専
門
学
校
刊
、
昭
和
六
十
年
）。
但
し
、
本
抄
は
随
分
以
前
か
ら
法
華
宗
興
隆
学
林
の
講

義
用
と
し
て
謄
写
刷
り
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
た
も
の
を
、
昭
和
五
十
九
年
株
橋
先
生
の
遷
化
に
際
し
て
、
『桂
林
学
叢
』
第
十
三

号
を
追
悼
号
と
し
て
そ
れ
に
活
字
化
収
載
し
た
も
の
を
、
後
に
単
行
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
山
川
智
應
著

『開
目
抄
講
話
』
の
自
序
中
に
も
、
『開
目
抄
』
の
今
の
部
分

（私
に
い
つ
Ｇ
の
部
分
）
と
、
『本
尊
抄
』
の

結
文
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
。
但
し
、
株
橋
先
生
の
よ
う
に
具
体
的
で
は
な
い
。
（龍
吟
社
、
昭
和
十
年
）

（６
）

株
橋
諦
秀

（日
涌
）
著

『法
華
宗
名
目
』
五
六
頁
以
下

（五
九
頁
以
下
）
（法
華
宗

（本
門
流
）
発
行
、
平
成
元
年
改
訂
版

〔平
成

十
九
年
増
補
版
〕
（　
）
内
は
増
補
版
の
頁
数
）。
同
著

『法
華
宗
教
学
綱
要
』
六
六
頁
以
下

（東
方
出
版
、
平
成
十
八
年
）。
同
著

『観
心
本
尊
銹
講
義
』
下
巻
、　
一
一
九
三
頁
備
考

（
一
）
公
じ

（法
華
宗

（本
門
流
）
刊
、

一
九
八
七
年
）。
ま
た
、
『宗
義
大
綱
読

本
』
四

一
頁
以
下

（日
蓮
宗
勧
学
院
監
修
、
日
蓮
宗
新
聞
社
刊
、
平
成
十
四
年
第
三
刷
）
及
び

『日
蓮
宗
読
本
』

一
三
五
頁

（立
正
大

学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
、
平
楽
寺
書
店
刊
、
平
成
元
年
、
第

一
四
刷
）
に
は
ほ
と
ん
ど
名
目
ば
か
り
の
紹
介
が
あ
る
。
『開
目
抄
』
に

五
重
相
対
の
語
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
教
学
篇
』
に
は
立
項
が
な
い
が
、
「教
」
の
項
目
中
に

説
明
が
あ
る

（
一
九
三
頁
ｄ
～

一
九
四
頁
↓
。
ま
た

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
歴
史
篇
』
で
も

『開
目
抄
』
の
項
目
の
中
に
説
明
が

あ
る

（
一
工全
ハ
頁

ｃ
～
ｄ
）。
日
蓮
宗
の
方
で
は
、
第
五
の
相
対
を
教
観
相
対
と
し
、
そ
の
依
拠
は
、
『開
目
抄
』
の

「
一
念
三
千

の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
翁
定
遺
』
五
三
九
頁
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
第
五
相
対
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
聖
人
の

『本
尊
抄
』
『法
華
取
要
抄
』
の
本
門
の
教
に
即
し
て
の
さ
ば
き

が
、
種

・
脱
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
別
に
指
摘
し
た
所

（「
″法
華
経
は
末
法
日
蓮
等
が
為
″
私
考
」
コ
ハ隆
学
林
紀
要
』
第

一
二
号
、

『れ
だ
木
ヰ
沙
』
拝
読
私
几
　
―
後
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―



平
成
十
八
年
、
注
四
な
ど
）
で
あ
り
、
種
脱
相
対
の
名
称
が
よ
い
と
考
え
る
。
『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
教
義
篇
』
で
は
、
教
観
相
対

の
名
称
に
よ
り
な
が
ら
、
本
門
の
中
に
教
相

（寿
量
品
の
文
上
の
教
説
）
と
観
心

（寿
量
品
の
文
底
の
経
意
）
を
相
対
し
、
観
心
を

選
び
取
る
と
す
る
が
、
従
浅
至
深
の
教
相
上
、　
一
往
本
門
に
教
観
を
分
か
ち
、
勝
劣
浅
深
を
判
じ
た
も
の
で
、
も
と
よ
り
教
観

一

致
、
教
観
不
二
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
は
遺
憾
な
が
ら
不
明
確
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
日
蓮

正
宗
教
学
の
文
上

。
文
底
の
判
と
も
異
な
る
と
し
て
、
富
士
門
の
義
を
批
判
し
て
も
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
第
五
相
対
は
、

聖
人
の
判
に
従

っ
て
種
脱
相
対
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（７
）

『開
目
抄
』
と

『本
尊
抄
』
に
お
け
る

一
念
三
千
法
門
に
つ
い
て
の
論
及
は
、
諸
師
に
よ

っ
て
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
最
近
の
成
果
と
し
て
、
庵
谷
行
亨
稿

「日
蓮
聖
人
の

一
念
三
千
に
つ
い
て
―

『観
心
本
尊
抄
』
を
め
ぐ

っ
て
―
」
翁
大
崎

学
報
』
第

一
三
二
号
、
昭
和
五
十
四
年
）
、
渡
邊
賓
陽
稿

「
『開
目
抄
』
と

『観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る

一
念
三
千
法
門
の
説
示
に
つ

い
て
」
翁
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
八
巻
二
号
、
平
成
十
二
年
）
及
び
原
慣
定
稿

「日
蓮
教
学
に
お
け
る

「以
信
代
慧
」
の
論

理
」
翁
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
七
三
号
、
平
成
二
十
年
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
拙
稿
に

お
け
る
よ
う
な
開
本
両
抄
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（８
）

『定
遺
』
五
三
五
頁

（９
）

隆
師
の
科
文
に
よ
る
。
『主
』

一
頁

（三
頁
）

（１０
）

『定
遺
』
五
三
九
頁

（１１
）

六
句
知
見
の
文
と
は
如
来
寿
量
品
の

「如
来
如
実
知
見
乃
至
如
来
明
見
無
有
錯
謬
」
（正
蔵
九
巻
四
二
↓

の
文
で
、
『法
華
文

句
』
第
九
下

（正
蔵
三
四
巻
三
三
五
ｃ
以
下
）
に
解
が
あ
り
、
中
道
実
相
を
示
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
株
橋
日
涌
著

『法
華
宗
教
学

綱
要
』
七
三
頁
、　
三
一一八
頁

（東
方
出
版
、
平
成
十
八
年
）



（‐２
）

『隆
全
』
第
八
巻
三
九

一
頁
。
こ
の
問
題
を
詳
論
す
る
の
が
拙
稿
の
本
意
で
は
な
い
の
で
、
別
の
機
会
と
し
た
い
が
、
『隆

全
』
八
―
六
四
六
、
九
―

一
八
等
に
類
文
が
あ
り
、
九
―
五
七

一
で
は
、
「文
底
」
の
文
言
に
つ
い
て
、
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（‐３
）

拙
稿

「
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
論
私
見
Ｉ
Ｉ
十
界
互
具
論
―
」
（コ
ハ隆
学
林
紀
要
』
第
八
号
、
平
成
八
年
）

（‐４
）

『定
遺
』
五
四

一
頁

（‐５
）

『定
遺
』
七
〇
三
頁

（‐６
）

『定
遺
』
五
四
二
頁

（‐７
）

こ
の
記
小

。
久
成
の

一
念
三
千
に
つ
い
て
、
隆
師
は
た
び
た
び
論
及
し
、
そ
の
三
千
は

一
往
で
あ
り
、
再
往
は
本
因
本
呆

（本
国
土
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
三
千
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『隆
全
』
三
巻
五
三
七
頁
。
類
文
多
数
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
株
橋
日
涌
著

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
上
巻
三
三
三
頁
参
照
。

（・８
）

『定
遺
』
五
五
二
頁

（‐９
）

『定
遺
』

一
五
三
二
頁

（２０
）

『定
遺
』
七

一
二
頁

（２‐
）

『定
遺
』
五
七
六
頁

（２２
）

『定
遺
』
五
六
九
～
五
七

一
頁

（２３
）

『定
遺
』
四
八
九
頁

（２４
）

『定
遺
』
五
七
九
頁

（２５
）

『定
遺
』
五
八

一
頁

（２６
）

宝
塔
品
の
三
箇
の
勅
宣
と
提
婆
品
の
二
箇
の
諫
暁
が
そ
れ
で
あ
る
。
『定
遺
』
五
人
三
～
五
九
〇
頁
。
な
お
、
提
婆
品
の
龍

『れ
だ
木
ヰ
炒
』
拝
読
私
几
　
―
仏
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―



女
成
仏
は

一
切
の
女
人
成
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
「法
華
経
已
前
ノ諸
小
乗
経
に
は
女
人
ノ成
佛
を
ゆ
る
さ
ず
。
諸
ノ大
乗
経
に
は
成
佛

往
生
を
ゆ
る
す
や
う
な
れ
ど
も
、
或
ハ改
転
の
成
佛

ラ
ζ
　
一
念
三
千
の
成
仏
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
有
名
無
実
の
成
佛
往
生
な
り
」

亀
定
遺
』
五
八
九
～
五
九
〇
頁
）
と
、
成
仏
は

一
念
三
千
の
原
理
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

（２７
）

「我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
此
疑
は
此
書
ノ
肝
心
、　
一
期
の
大
事
な
れ
ば
、
処
々
に
こ
れ
を
か
く
上
、
疑
を
強
く

し
て
答
を
か
ま
う
べ
し
」
翁
定
」漫

五
六

一
頁
）
は
、
論
ず
る
ま
で
も
な
く

『開
目
抄
』

一
篇
の
主
題
で
あ
る
。

（２８
）

『定
遺
』
六
〇
三
頁
。
涅
槃
経
巻
第
二
、
寿
命
品
第

一
之
二

（大
正
新
脩
大
蔵
経

一
二
巻
三
七
四
頁

ａ
～
ｂ
）。
南
本
は
巻
第
二
、

純
陀
品
第
二

（同
六

三
二
頁

↓

（２９
）

『主
』
八
五
～
八
七
頁

（３０
）

『定
遺
』
六
〇
四
～
六
〇
五
頁

（３‐
）

『定
遺
』
七

一
二
頁
。
『主
』

一
〇
七
頁

（
一
一
八
頁
）、
『観
心
本
尊
抄
』
は
原
漢
文
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
書
き
下
し
文

で
引
用
す
る
。

（３２
）

『定
遺
』
七
〇
二
頁
。
な
お
、
こ
の
う
ち
第
六
は

「疑
云
」
の
み
で
解
答
が
な
く
、
疑
間
の
中
に
解
が
伏
蔵
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
株
橋
先
生
は

「現
疑
伏
答
」
と
し
、
『本
尊
抄
』
全
体
で
三
十
問
答
あ
る
が
、
二
十
九
問
答

一
現
疑
伏
答
と
さ
れ
る

（『観

心
本
尊
紗
講
義
』
六
八
頁
）。

（３３
）

『定
遺
』
七
〇
三
頁

（３４
）

『定
遺
』
七
〇
三
頁
。
「難
信
難
解
」
の
表
現
は
、
結
局
、
後
述
の
よ
う
に

一
念
三
千
理
解
の
最
終
ま
で
続
く
こ
と
と
な
る
。

（３５
）

『定
遺
』
七
〇
四
頁

（３６
）

『定
遺
』
七
〇
四
頁
～
七
〇
五
頁



（３７
）

『定
遺
』
七
〇
五
頁

（３８
）

『定
遺
』
七
〇
五
頁

（３９
）

拙
稿

「日
蓮
聖
人
の

一
念
三
千
論
私
見
Ｉ
」
（前
掲

一
二
～

一
三
頁
）

（４０
）

『定
遺
』
七
〇
五
～
七
〇
六
頁

（４‐
）

『定
遺
』
七
〇
六
頁
。
「末
代
理
即
我
等
」
と
は
、
十
界
互
具
難
信
の
文
脈
の
中
で
あ
る
故
に
、
凡
夫
を
強
調
し
て
の
語
か
と

思
わ
れ
る
。

（４２
）

株
橋
先
生
の
説
に
よ
る

（『観
心
本
尊
砂
講
義
』
三
八
八
頁
に
図
解
と
説
明
が
あ
る
）。

（４３
）

『定
遺
』
七
〇
七
頁
。
『観
心
本
尊
砂
講
義
』
で
は
、
日
忠

『観
心
本
尊
抄
見
聞
』
を
引
い
て
、
そ
れ
よ
り
上
行
所
伝
の
深
秘

を
顕
さ
ん
が
為
と
さ
れ
て
い
る

（四
一
〇
～
四
一
一
頁
）。
『開
目
抄
』
の

［Ｇ
］
で
は
、
コ

念
三
千
我
等

一
分
の
慧
解
も
な
し
」

「此
経
は
愚
人
も
佛
因
を
種
ゆ
べ
し
」
と
示
し
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
こ
と
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
然
る
に

『本
尊
抄
』

で
は
そ
れ
が
、
上
行
所
伝
の
題
目
体
具
の

「釈
尊
因
行
果
徳
」
を
自
然
に
譲
与
さ
れ
る
と
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
重
要

性
の
故
に
、
『開
目
抄
』
で
は
敢
て
具
体
的
な
説
明
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（４４
）

『定
遺
』
七
〇
七
頁

（４５
）

『定
遺
』
七
〇
七
～
七
〇
八
頁

（４６
）

『定
遺
』
七
〇
八
頁

（４７
）

『定
遺
』
七
〇
八
頁

（４８
）

『定
遺
』
七
〇
九
頁

（４９
）

『定
遺
』
七
〇
九
頁

『れ
だ
木
ヰ
少
』
拝
読
私
几
　
―
佐
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―



（５０
）

『定
遺
』
七
〇
九
頁
。
方
便
品
の
こ
の
文
の
理
解
の
仕
方
は
、
『観
心
本
尊
砂
講
義
』
四
七
〇
～
四
七
二
頁
を
参
照
。

（５‐
）

『定
遺
』
七
〇
九
頁

（５２
）

『定
遺
』
七
〇
九
～
七

一
〇
頁

（５３
）

『主
』

一
〇
四
頁

（
一
一
四
頁
）、　
一
〇
五
頁

（
一
一
五
頁
）

（５４
）

『観
心
本
尊
砂
講
義
』

一
〇
二
頁

（５５
）

『定
遺
』
七

一
一
頁

（５６
）

『定
遺
』
七

一
一
頁

（５７
）

『定
遺
』
七

一
一
頁

（５８
）

『定
遺
』
七

一
一
～
七

一
二
頁

（５９
）

前
に
ふ
れ
た

「不
軽
菩
薩
於
所
見
人
見
佛
身
」
翁
定
遺
』
七
〇
六
頁
）
の
文
の
解
釈
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
が
、
題
目
受
持

の
上
に
み
る
立
場
で
言
わ
れ
て
い
る
と
み
れ
ば
、
こ
の
表
現
も
理
解
で
き
る
。

（６０
）

隆
師
は
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
本
因
妙
の
姿
を
地
涌
上
行
と
み
た

（『弘
経
抄
』
七
五
巻
、
『隆
全
』
第
八
巻
二
一
八
～
二
一
九
頁
）。

（６‐
）

『観
心
本
尊
妙
講
義
』
六
三
二
頁
。
「四
十
五
字
法
体
段
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

（６２
）

『定
遺
』
七

一
二
頁
。
以
上
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「己
心
」
は
当
然
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
信
唱
す
る
凡
夫
の
信
心

の
己
心
で
あ
る
。

（６３
）

『定
遺
』
七

一
五
頁

（６４
）

『定
遺
』
七

一
六
頁

（６５
）

『定
遺
』
七

一
九
頁



（６６
）

『定
遺
』
七
二
〇
頁

（６７
）

『日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
九
巻
四
二
頁

（６８
）

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
二
三
～
二
人
頁

（６９
）

『隆
教
』
第
四
巻
三
七
二
頁
。
こ
れ
も

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（７０
）

『観
心
本
尊
抄
講
義
』
三
四
頁

（７‐
）

『観
心
本
尊
抄
講
義
』

一
四
頁

（７２
）

『観
心
本
尊
砂
講
義
』
四
人
～
五
六
頁

（７３
）

隆
師
は

『開
述
顕
本
宗
要
集
』
教
相
部
第
八

（『日
隆
聖
人
御
聖
教
』
第
四
巻
四

一
五
頁
）
に
、
『此
の
結
文

（私
注
、
『本
尊

抄
』
の
結
文
）、　
一
部
の
肝
心
な
り
。
是
れ
諸
御
抄
の
詮
要
な
り
。」
と
示
し
て
い
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉
　

開
目
抄
　
観
心
本
尊
抄
　
十
界
互
具
　
慧
解
も
な
し
　
五
字

付
　
記

拙
稿
は
、
平
成
二
十
年
九
月
九
日
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
第
四
六
総
会
に
お
け
る
講
話

「宗
祖
に
お
け
る
佐
渡
塚
原
と

一
谷
の

間
」
の
発
表
原
稿
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
成
二
十
一
年
五
月
十
二
日
）

『れ
だ
木
ヰ
沙
』
拝
読
私
几
　
―
佐
波
塚
凛
と
一
本
の
問
―


